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を行 ってい る。 しか し,そ れぞれの時期 にお ける都城 が郭までを含む か どうか とい

う問題については特 に言及 はな され ていない(愛 宕 元1991)。

劉慶柱氏 は,中 国の殷周時代か ら秦漢 時代までの都 に関 して,一 般 的に宮城 と郭

城 の組み合わせか らな り,宮 城 が都 の中心で あった とす る。 しか し秦漢 時代以後 の

都 は宮城,内 城(あ るいは皇城 と呼ぶ),郭 城 で構成 され るようにな り,都 の配置構

造 に大 きな変化があった ≧してい る。 なお,そ れ らの都 では,宮 城 と郭城,或 い は

宮城,内 城,郭 城 のすべ てを都城 である としてい る(劉 慶柱2003)。

以上の よ うな諸研 究は,中 国の漢代 か ら南北朝時代の国都 の構造 を城(内 城)と

郭(外 郭)か ら構成 され たもの とす る点に留意 して行われ た数少ない研 究である。

しか し,こ れ らの諸研 究では,内 城 と外郭 を合 わせた ものを都城 とす る前提 に立 っ

て研究がな され,都 城 が郭 を本来含 まなかった とい う問題 については特に言及 が行

われ ていない よ うに思える。

これ に対 し,中 島比氏は,隋 代か ら唐代へ の国都の変遷過程 を,主 と して郭壁 の

問題 を中心 に検討 し,隋 代 において京域 の外周 をめぐる郭壁 は容易 に越 えることの

できるよ うな短垣程度の もので,唐 代になって始 めて堅固な郭壁 が造営 され るよ う

になった とす る。そ して,北 魏の洛陽について,『 魏書』巻63の 王粛伝 にみえ る太

和20年(496)の 記事で 「京城」 と記 された ものが後 に内城 とされ る区域の ことで

あることを指摘 した。また,北 魏の国都 洛陽の内城 の城外にある郭 の区域に あた る

地域 を 「城 邑外」 とす る。 ただ し,こ の よ うな問題 についてはご く簡単 にふれてい

るだけで詳 しい考察はな されてい ない。また 「城 邑」 とい う言葉 が用 い られてい る

けれ ども,そ の 「城 邑」 とは具体的 に何であ るのか とい うことにつ いての説明はな

されていない。(中 島1985)。

外村中氏 は,前 漢 の長安,北 魏の洛 陽,北 斉 の鄰や南朝の建康 とい う都 を,宮 城,

都城,外 郭 とい う三重の構造を とる都市で あ り,こ れ らの都で都城 に外郭 は含 まれ

ない ことを指摘 した。そ して隋唐 の長安では宮城 に皇城 をあわせ た ものを,都 市 と

しての機能 か ら都城 とみなす ことができると した。外村氏 の見解 も内城 を都城 とす

る見解であ る。 ただ し,唐 代においても基本的 には内城 を都城 とす る構造 である と

み る(外 村1998)。

盧海鳴氏 も建康 の構造 について,宮 城,都 城,外 郭か らなるもの とし,内 城 的な

区域 を都城 とみな してい る(廬 海 鳴2002)。

佐原康夫 氏は,前 漢 の長安城 を都城 として位置づけ,そ の長安城が前漢末期 か ら

王莽時代 にか けて,儒 教的な天子の都 として新 たに整備 され る中で,戦 国以来 の 「王

家 のみや こ」か ら礼教主義的な国家秩序 の中心へその性格 を変化 させ,そ れ が後世

の儒教的都城 に向けた下準備の役割 を果 た した とす る(佐 原1995,1999,2002)。
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なお,岸 俊 男 氏 は,日 本 の都 城 に関 して で は あ る が,内 城 に相 当す る通 常 宮域 と

され て い る 区域 を本 来 の都 城 とみ る試 案 を提 起 して い た。 た だ し,こ の問題 に 関 し

て は試 案 と して の提 起 に と どま り,そ の 後 の岸 氏 自身 の研 究 の 中 で も,こ の観 点 に

立 って展 開 をす る こ とは な され て い な か っ た(岸1976)。

これ らの研 究 は,中 国 の 前漢 の長 安 や 北 魏 の洛 陽,南 朝 の建 康 な どの都 につ い て,

内城 を都 城 とす る見 解 で あ る。 ま た 岸 氏 の研 究 は 日本 の本 来 の都 城 が 内城 に あ た る

通 常 宮域 と され る 区域 の こ とで あ る とす る。 た だ し,こ れ らの研 究 で は都城 の概 念

につ い て通 時 的 にそ の 変化 を考 察 して,隋 唐 時代 に郭(外 郭)ま で を含 む よ うに な

った 問題 につ い て は論 及す る よ うな こ とは な され て い なか った。 ま た その 中国 に お

け る都 城 の概 念 の変 化 とい う大 きな 問 題 が,日 本 の都 城 の構 造 に本 質 的な影 響 を与

えて い る こ とに 関す る考 察 もな され て い な か っ た。

ところ で,筆 者 は,1998年 か らの 一 連 の 論 考 で,中 国の 漢 代 か ら南 北 朝 時代 の都

につ い て,宮 の 区域,城 の 区域,郭 の 区域 とい う三重 の空 間構成 か らな る とみ る観

点 か ら考 察 を行 った 。 そ して,都 城 の 概 念 が 隋代 か ら唐 代 初 期 を過 渡 期 と して,宮

を 内包す る城 の 区域 の 内 部(内 城 に相 当す る)の み を そ の範 囲 とす る もの か ら,や

が て 郭 の 区域(外 郭 域)ま で を含 め る よ うな ものへ と大 き く段 階 的 に変 化 す る こ と

を述 べ た。 そ して,古 代 の 日本 にお い て は,内 城 で あ る通 常 宮域 と され て い る区域

こそ が本 来 の都 城 で あ り,そ こ に 『周 礼 』な どの 中国 の 古 典 に み え る周 制 の王 城(國)

を志 向 した設 計 が な され て い る可 能 性 につ い て も述 べ た(豊 田1998,2001,2002,

2003,2007-a)。 ま た 日本 や 中 国 の 国都 の構 造 で,12門 の存 在 や そ れ ぞれ の 門 の 門

道(扉 口)が 三 つ で あ るこ とが,都 城 の 重 要 な指 標 とな る点 につ い て も指摘 した(豊:

田1998,2007-a)。 そ して,平 城 京 以 後 の 都 に唐 制 が重 層 的 に受 容 され た が,周 制

を志 向 した構 造 が遺 制 と して根 強 く踏 襲 され た こ とを述 べ た(豊 田2002,2007-a)。

本 稿 は これ らの 旧稿 で 述 べ た 内容 を総 括 し,ま た新 た な考 察 を加 え て,中 国 に お

け る隋 か ら唐 初 に か けて の都 城 の概 念 の大 き な変化 と,そ れ が 日本 の古 代 宮都 の 空

間構 成 に 与 えた影 響 につ い て ま とめ た もの で あ る。 これ は単 に概 念 の 問題 に と どま

らず,中 国 や 日本 にお け る国都 の空 間構 成 や 都 市 の本 質 に 関わ る問題 で あ る と考 え

て い る。な お,こ の よ うな点 に つ い て は先 述 した よ うな 旧稿(豊 田1998,2001,2002,

2003,2007-a)を あ わせ て参 照 して い ただ けれ ば あ りが た い。 ま た附 論 と して,石
げ ん しん

清水八幡宮文書 中に引用 されてい る図の中に,中 国でも既 に失われ た,後 漢代の阮謳

の撰 にな る 『周室王城 明堂宗廟 図』 の貴重 な逸図であ る可能性の あるものが存在す

る ことについて,旧 稿(豊 田2007-b)で 述べ た内容 の抄録 に新たな考察を加 えた も

のを掲載 した(2)。
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1.漢 代か ら南北朝時代 の都城

ここでは漢代か ら南北朝時代における主要な都 である,前 漢の長安,後 漢や魏晋

の洛陽,北 魏 の洛陽,南 朝 の建康を取 り上 げ,そ れぞれ を宮の 区域,城 の区域,郭

の区域 とい う空間構成 の観点か ら考察 してみたい。

① 前漢時代の長安
び お うきゆ う

前 漢 時 代 の 国都 で あ る長 安 城 は,そ の 内部 に未 央 宮,長 楽 宮等 の諸 宮,住 宅 地,

官 署 や 武 庫,西 市,東 市 な どが 存在 した。 そ の周 囲 は城 壁(基 底 部 の幅 約16m)で

囲 まれ,そ の城 壁 に12門 が設 け られ て い た(3)(図1)。 なお,こ の 長 安城 は 内城 的

図1漢 長 安城 遺 址 平 面 示 意 図(劉 慶柱,李 毓芳2003よ り)
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な もの で,も とも と宮 室,官 署,高 官 の住 宅 な どの保 全 のた め に築 かれ た もの で あ

った とい うこ とが 指 摘 され てい る(4)。一 般住 宅地 の多 く は この長 安 城 の城 外 に あ っ

さん ぽ こ う ず

た と され る(5)。そ して,長 安 城 の城 外 に 広 が る一 般 の居 住 域 は,『 三 輔 黄 図』 の記 載

な どか ら 「郭 」 と呼 ばれ てい た と考 え られ て い る(6)。

『三輔 黄 図』巻1で は 「都 城 十 二 門」 と記 し,12門 の あ る長 安 城 を都 城 とす る記

載 もあ る。 なお,都 城 で あ る長 安城 の,城 外 に形 成 され た都 市域 で あ る郭 の 区域 を
すいけいちゅう い すい

囲む 郭 壁 の存 在 につ い て は明 らか で は な い。た だ し 『水 経 注 』巻 十 九,渭 水 注 で は,

「北 頭 第 一 門本名 宣 平 門 ,一 日東都 門 …(略)… 其 郭 門 亦 日東 都 門」(北 頭 第 一 門,
もと また

本 は宣平 門 と名 つ く,一 に曰く,東 都 門な り…(略)… 其の郭 門も亦,東 都 門 と日

う)と い うよ うに長安城 の宣平門を俗 称で東都 門と称 し,そ れ に対応す る外郭 の門

も同 じく東都 門と呼ばれていた と記 している。 この ことか らみて,郭 の区域 には門

的な施設が あった可能性が ある。

ちなみ に 『三輔黄 図』 は漢の長安付 近を記 した歴史地理書 で漢代の著作 とされ る

けれ ども,南 北朝 時代や唐宋 時代 に も増補 されてい ると考 え られてい るので,そ の

使用 にあた っては慎重で なけれ ばな らない面 もある。また,『水経注』は北魏 時代の
れき ど うげん

躑道元の撰 にな る地理書で ある。
りゅうきん

ところで,前 漢代 に劉歃 が撰 し漢 の長安 の制度や逸話 な どを収めた とされ る 『西

京雑記』巻3に は,「 杜子夏葬長安北四里,臨 終作文 日,魏 郡杜業K…(略)… 封於長

安北郭,此 焉 宴息」(杜 子夏 長安北 四里 に葬 る,臨 終作文 に曰わ く,魏 郡の杜業区…

(略)… 長安 北郭 に封ず,此 に宴息す)と い うよ うに,前 漢時代 の人 である杜子夏

(杜業区)の 臨終作文 が引用 され ている。

ここに引用 され てい る臨終作文 とは墓誌銘の よ うな もので,同 時代的性格 の強い

史料であ ると思 う。 この史料 には杜子夏(杜 鄰)が 亡 くなった際に,長 安城 か ら北

4里 の地に塚 を築いて葬ったこ とや,そ こが 「北郭」 と呼 ばれていた地域であった

ことが記 され ている。 この記載 か ら長安城の城 北は北郭 と呼ばれ た区域であ り,そ

の一角 には墳墓 も存在 した ことが理解 できる(7)。つ ま り長安城 の城外に広 がる居住

区である郭 の区域 は,必 ず しも人 口が密集 しているよ うな区域ではな く,墳 墓 も混

在す るよ うな近郊的 な光景を呈す る区域で あった とい える。

以上のよ うな前漢代の長安 の構造 を,宮 の区域,城 の区域,郭 の区域 とい う空 間

構成 の視点 か らみ ると,前 漢 の長安で は未央宮,長 楽宮な どの宮 の区域があ り,そ

のまわ りに12門 の配 された城 の区域(長 安城)が あ り,さ らにそ の外部に郭 と呼 ば

れ る居住 区域 が広が っていた と考 え られ る。前漢 の長安 においては,宮 を内包す る

城 の区域,つ ま り内城 的性格が指摘 されてい る長安城が,都(京)に おける城塞 と

しての都城(京 城)で ある。この内部 には未央宮な どの宮 とともに官署や特定の人 々
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のための住宅地が混在 していた。 これに対 し城外 に広がる郭 の区域は,い くらそこ

に居住域が形成 されていても,そ こは都城 の城外で あ り,墳 墓 もその 中に存在す る

よ うな近郊 的な区域 として,都 城に対 して付 随的 な場所 であった と考 えられ る。 そ

のため長安城 については数 多 くの史料が見 られ るのに対 して,そ の外部の郭 に関 し

て言及 した ものはご くわずかである。

② 後漢か ら西晋時代 の洛陽

後漢 時代 か ら西晋時代にかけての国都洛陽に造営 された洛 陽城 の内部 には,北 宮

や南宮のよ うな宮室や,倉 庫,官 署 な どが建 ち並 んでいた。 またこの内部には住 宅

地 区や金市 と呼ばれ る市 も存在 した と考 えられている。この洛陽城は,12の 門が配

置 され た重厚 な城壁(残 存幅で約14～30m)で 囲まれ,そ れぞれの門の開 口部(門

図2東 漢 洛 陽 城 平 面 図(王 仲珠1982よ り)
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道)は 三つで あった(8)。このよ うな後 漢の洛陽城 の構造は,『 周礼』冬官 ・考工記 に

記 された理想 とされ る王城 の構 造に則 ってい るとす る指摘 もかね てか らあ る(9)(図

2)a

『後漢書』巻69,何 進伝 には 「紹等 又為 画策,多 召四方猛將及諸豪傑,使 並引兵

向京城 」(紹 等 又画策 を為 し,多 く四方 の猛將及び諸豪傑 を召 し,並 びに兵 を引き

て京城 に向か わ しむ)と い う記載があ る。京城 とは都城 の同義語 であるが ,こ こに

みえ る京城(都 城)は 重厚な城壁 を有す る洛 陽城の ことである と考 えられ る。『文選』

巻1に 収 め られた班 固の東都賦 に 「皇城 之内,宮 室光明,闕 庭神麗 」(皇城 の内,宮

室光 明,闕 庭神麗 な り)と みえる皇城 も,洛 陽の京城(都 城)の 雅称である と考 え

られ る。

ところで,こ の後漢 の洛陽城 も内城 的な性格 のものであった ことが指摘 されてい

る(lo)。『後漢書』志13,五 行志 には,董 卓 を風刺 した霊帝 の中平年 間の京都歌 に 「遊

四郭」(四郭 に遊ぶ)と い う字句がみ え,後 漢の洛陽城 の城外四方 に郭 の区域が存在

した ことを うかがわせ る。 しか し,郭 に関す る直接的 な記載は史料上 にほとん どみ

られない。 内城的 な洛陽城 の内部 こそ が都城(京 城)と して意識 されていたため ,

その城外 に広 がる郭の区域 は,付 随的 な場所 と して言及 され ることもあま りなかっ

たのではないだ ろ うか

後 世の史料 で はあ るが,『 旧唐書』 に後漢代 の洛陽城 に関 して,都 城の同義語で

ある 「國城 」 と表現 してい る記載 がみ られる。 それは,『 旧唐 書』巻22,礼 儀志の

中に 「昔漢氏承秦,…(略)… 孝武初,議 立明堂於長安城南,遭 竇太后不好儒術,

事乃 中廢 …(略)… 光武 中元元年,立 於 國城之南」(昔 漢氏 秦 を承け…(略)… 孝

武 の初,明 堂 を長安城 の南 に立てんこ とを議す,竇 太后 儒術を好 ま ざるに遭い,事

乃 ち中廢す …(略)… 光武の中元元年,國 城 の南 に立つ)と ある記載 である。 これ

は,重 要な礼制建築で ある明堂 の造営 を,前 漢代に長安城 の南に造営 しよ うとした

が果た さず,よ うや く後漢の光武帝の 中元元年 になって 「國城 」の南 に建てる こと

がで きた とい う記載であ る。 國城 とは王城で ある都城 の同義語 である。後漢代 の明

堂は洛 陽城 の南 に存在 した ことが考古学的に も判 明 してい ることか らみて(ll),こ こ

でい う 「國城」 は内城 的性格 が指摘 されてい る洛 陽城の ことである と考 えられ る。

この ことは,後 漢代 にお ける内城的な洛 陽城 を國城(都 城)と す る伝統的な認識が ,

唐代 に至 るまで継 承 され ていた ことを うかがわせ る。

ちなみ に後漢 代の洛 陽の郭 の 区域 の外周 をめ ぐる郭壁 の存在 について は明 らか

ではない。

ところで,洛 陽は西晋代 においても国都 であった。 この西晋代の洛陽にお ける都

城 の概念を考 える上で興味深い記載 が,西 晋末期の八王の乱や永嘉 の乱 に関わる『晋



26豊 田裕章

書』のい くつかの記載 の中にみ られる。それ は『晋書』巻4,恵 帝紀の太安2年(303)

9月 丙申の条 に 「張方入京城,焼 清 明開陽二門」(張 方 京城 に入 り清 明,開 陽の二

門を焼 く)と み える。 これは八王の乱 の中で河間王配 下の武将である張方が洛陽を

攻撃 し,そ の京城 への入城 に際 し清 明門,開 陽門 とい う二つ の門 を焼 いた とい う記

載で ある。京城 とは都城 の同義語であ り,清 明門,開 陽門 とは内城 的な性格 を有す

る洛陽城 に 開かれた門である。 この記 事の文脈か らは,清 明門,開 陽門のある洛陽

城が京城(都 城)で ある ことが うかがわれ る。

『晋書』 巻5,懐 帝紀 の永嘉3年(309)9,月 丁丑の条 に 「東海 王越入保京城。

聰至西明門,越 禦之,戦 于宣陽門外,大 破 之」(東 海王 越 京城 に入 り保つ。聰 西

明門に至 る,越 之を禦 ぐ,宣 陽門外 に戦い,大 いに之 を破 る)と ある。この記事 に

は西晋代 の懐 帝の時に,東 海 王司馬越が京城(都 城)を 守備 していた際 に,攻 め寄

せ た劉聰 の軍を西 明門や宣陽門 とい う門で防戦 した と記 してい る。 ここにみ える西

明門や宣陽門 も,内 城的 な性格を有す る洛陽城 の門であ り,こ こにい う京城(都 城)

も内城 的な洛陽城 の ことで あると考 え られ る。

以上の よ うに後漢か ら西晋時代 にかけての洛陽では,12門 の配 された内城的 な性

格 を有す る洛陽城(宮 と城の 区域に該 当す る)が 都城(京 城)で あ り,そ の城外 に

広 がる郭の 区域 は都城(京 城)に は含 まれ ない付随的な区域 であった といえ る。

③ 北 魏 の 洛 陽

北魏 の 国 都 洛 陽 につ い て は 『洛 陽伽 藍 記 』 に詳 しい叙 述 が あ る。『洛 陽伽 藍 記 』

巻1に は 内城 で あ る洛 陽城 の 内部 に,宮(宮 城)と とも に官 署や 永寧 寺 な ど の寺 院

や 住 宅地 が 混在 してい た 様 子 が詳 し く描 か れ て い る。 この 内城 で あ る洛 陽城 で は,

後 漢 以来 の城 壁 が 改修 され て 用 い られ てい た が,そ の城 壁(残 存 幅 で14～30m)に

は さ らに1門 が増 修 され,後 漢 代 の洛 陽 よ り1門 多 い13門 が 開 かれ てい た(12)(図3)。

こ の北魏 の洛 陽城 の城 外 に も郭 の 区域 が広 が って い た。『洛 陽 伽 藍記 』巻2,3,

4,5に よ る と,こ の城 外 の広 大 な 郭 の 区域 に は,一 般 の住 宅地 のみ で な く皇族 や

高 級 官 僚 の 邸 宅 街 や 寺 院 も存 在 した こ とが記 され て い る。 な お,こ の郭 の 区 域 に は

郭 壁(基 底 部 の 残存 幅約6～13m)が め ぐ ら され て い た こ とも考 古 学 的 な調 査 に よ

っ て 明 らか に な って い る(13)。

北 魏 時代 の洛 陽で は,京(都)の 概 念 には 内城 の み な らず,そ の外 部 に あ る郭 の

区域 も含 ま れ て いた よ うで あ る(14)。しか し,こ れ に対 して都 城 の概 念 に は次 に述 べ

る よ うに郭 の 区域 は含 まれ て い な か っ た こ とが確 認 で き る。

この こ と を明確 に示 す 史 料 と して次 の よ うな もの が あ る。そ れ は,『魏 書 』巻114,

釈 老 志 の神 亀 元 年(518)の 任 城 王 澄 の上 奏 文 に 「故都 城 制 云,城 内 唯擬 一 永寧 寺
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図3北 魏 洛 陽 城 平面 図

(王仲珠1982)

地,郭 内唯擬尼寺一所,餘 悉城郭之外 」(故 の都城 の制 に云 う,城 内は唯一永寧寺の
ただ

地 を擬 し,郭 内 に は唯 尼 寺 一 所 を擬 す,餘 は悉 く城 郭 の外 とす)と み え る記載 で あ

る(15)。この 記 載 か らは,北 魏 洛 陽 で は,も と も と 「城 内 」の 区域 に は永 寧 寺1寺 の

み を,「 郭 内 」の 区域 には 尼 寺1寺 のみ を造 営 し,こ れ ら以 外 の 寺院 は,す べ て 「城 」

と 「郭 」 の 区域 の外,つ ま り京 域 の外(北 魏 で は城 と郭 が京 で あ る こ とが確 認 で き

る)に 造 営 す る とい う方 針 で あ った こ とが うか が え る。 この 史料 で は続 けて ,次 第

に禁 制 を破 るものが続 出す るので,そ れ を是正す るた めに,「 輒遣府 司馬 陸霜 ,属

崔孝芬,都 城 之中及郭 邑之 内檢括寺舎」(輒 ち府 司馬 陸昶,属 崔孝芬 を して,都 城

之中及び郭 邑の内,寺 舎 を檢括せ しむ)と あ るよ うに,陸 昶,崔 孝芬 に命 じて京 内

の寺院 の実態調査 を行 わせ たこ とが記 されている。その結果 ,空 地に建設予定 のも

のを除外 して も,既 に京 内に500ほ どの寺院 があ り,民 が法 を畏れないためこのよ

うな状況 に至った と記 している。

この史料 は北魏 時代の 国都 にお ける寺院建設 の規 制 とそれ が無視 された実情 を

如実 に示す貴重 な史料で ある。それ とともにここにみ える記載 の中に 「城 内」と 「郭
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内 」 とい う対 に な る言 葉 が,他 の部 分 で は 「都 城 之 中」 と 「郭 邑之 内」 とい う言葉

で 表 現 され て い る こ とが注 目され る。つ ま り 「城 内」は 「都城 之 中」の こ とで あ り,

「郭 内 」 とは 「郭 邑之 内」 で あ る とい うこ とに な る。

この こ とか ら,北 魏 の 国都 洛 陽 で は,内 城 で あ る城 の 区域 の 内部(城 内)が 「都

城 」 で あ り,そ の城 外 に あ る郭 の 区域(郭 内,郭 邑)は 都 城 に は含 まれ なか った こ

とが うか が え る(図4)。

図4北 魏 外 郭 城 平 面 図

(王 仲珠1982)

(外郭の外縁は,こ の図では直線的に描

かれているが実際はいびつなものであっ

たようである。)

④ 建 康

南 朝 の 国都 で あ る建 康 では,宮 の 区域 は,宮 城 も し くは台城 と呼 ばれ,雉 蝶(防

御 用 の鋸 壁)も 備 え た堅 固な城 壁 で 囲 まれ て い た。

この 宮 の 区域 で あ る宮 城 の 外 部 に は,墻 壁 で 囲 まれ6門 が設 け られ,「 都城 」,「都

墻 」 或い は 「六 門 之 内」 な ど と呼 ばれ る内城 的 な 区域 が あ った(16)。 この 区域 の 内部

に は官 署 と とも に,皇 族 な どの住 宅 地 もあ っ た こ と も推 定 され て い る(17)。た だ し,

『隋 書』巻7,礼 儀i志 に は,こ の内 部 にっ いて,「 六 門 之 内,士 庶 甚 多 」(六 門之 内,

士 庶 甚 だ 多 し)と あ り,士 人 の み で な く庶 人 も居住 してい た よ うで あ る。

唐 の 許 嵩 の撰 に な る 『建 康 実 録 』巻7に み え る,東 晋 の 成 帝 の咸 和5年(330)

6月 の条 の 注 に は,「 六 門,按 地 輿志,都 城 周 二十 里 一 十 九 歩 …(略)… 晋 江 左 所 築,

但 宣 陽 門,至 成 帝 作新 宮,始 修 城,開 陵 陽 等 五 門,與 宣 陽爲 六,今 謂 六 門 也」(六 門,

地 輿 志 を按 ず るに,都 城 の周 二 十 里一 十 九 歩 な り,…(略)… 晋 江 左 に築 く所 は,
た だ

但宣陽門のみな り,成 帝 に至 りて新宮 を作 り,始 めて城 を修 め,陵 陽等 の五 門を開
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き,宣 陽 と六 となす,今 六 門 と謂 うな り)と い う記 載 が あ る。 こ の記 載 に は,『 地

輿 志 』 とい う文献 を 引用 して晋 室 の南 渡 後,江 左(長 江 下流 の南岸)に 築 か れ た 南

朝 の 国都 建 康 の周 回20里 の都 城 に は,も とも と宣 陽 門1門 のみ が 開 かれ て い た とあ

る。 や が て東 晋 の成 帝 の 時 に至 っ て,そ の 「都 城 」 の周 囲 に陵 陽 な どの5門 が新 た

に開 かれ,以 前 か らあ った 宣 陽 門 と合 わせ て6門 に な っ た とい う(図5)。

ま た,同 じ く 『建 康 実 録 』 巻7の 成 帝 の 咸 康 元 年(335)4,月 の条 の 「帝 親 観 兵

於 広 陽 門 」(帝 親 しく兵 を広 陽 門 に観 る)と い う部 分 の 注 で は,「 広 陽 門…(略)…

都城 南 面西 門也 」(広 陽門 …(略)… 都 城 の南 面 西 門 な り)と す る。広 陽 門 は6門 の

図5六 朝建康城堡郡壘示意 図(盧 海鳴2002)
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一 つ で あ る陵 陽 門 を改称 した門 で あ り,こ れ が 「都城 」 の南 面 西 の 門 で あ る と され

て い る(同 書,巻7,咸 和5年6月 の条 の注)。 この 記載 か らも6門 の設 け られ た範

囲 の 内部 が,当 時 都 城 と認 識 され て い た こ とが わか る。

『宋 書 』巻15,礼 志 に は 「宋 文 帝 元嘉 十 三年 七 月,有 司奏,…(略)… 其 六 門 内,

既 非州 郡 県 部 界 」(宋 文 帝 元嘉 十 三 年 七.月,有 司奏 す らく,…(略)… 其 れ 六 門 の 内,

既 に州 郡 県 の部 界 に あ らず)と い う史料 が あ る。 これ は,南 朝 宋 代 に,6門 の設 け

られ た都 城 の 内部 が,州 郡 の管 外,即 ち民政 の対 象 外 の 特殊 な 区域 で あっ た こ とを

示 す 特 筆 に値 す る史 料 で あ る。 これ は,都 城 の本 質 に関 わ る重 要 な記 載 で あ る と考

え るが,そ の 問題 につ い て は後 で詳 しく所 見 を述 べ た い 。

と ころ で,こ の南 朝 の 建康 にお い て も,都 城 の外 部 には 広 大 な居 住 区域 が 広 が っ

て い た(18)。そ して,そ れ は 「郭 」 と称 され て い た よ うで あ る(19)。建 康 にお け る郭 の

区 域 は,庶 民 の住 宅 と ともに官 僚 の邸 宅 も多 く営 まれ,そ れ らの 中 に は高 級 住 宅街

を形成 して い た と ころ も あっ た と考 え られ て い る(20)。また,こ の 郭 の 区域 の周 囲 は,

南 籬 門,東 籬 門,石 井 籬 門な どの籬 門 と呼 ば れ る,お そ らく簡 素 な構 造 の 門 が 随 所

に設 け られ,土 塁や 竹 の植 栽 の よ うな も のに よっ て外 部 の 地 域 と画 され て い た と推

定 され て い る(21)。

『太 平御 覧 』巻197に 引用 す る 『南 朝 宮苑 記 』 の 逸 文 に,「 建康 籬 門,旧 南 北 両
もと

岸,籬 門五十六所,蓋 京 邑之郊門也,如 長安東都門,亦 周 之郊 門也」(建 康籬i門,旧

南北の両岸 にあ り,籬 門五十六所な り,蓋 し京 邑の郊 門な り,長 安の東都 門の如 し,

また周の郊 門な り)と あるよ うに,こ れ らの籬門は建康 を貫流す る秦淮河 の南北 の

広大 な範 囲 に,56箇 所 にわたって設 け られていた とい う。そ して,こ の記載では,

建康 の籬門 について,前 漢 の外郭の門 として 『三輔黄図』 にみ える内城 と同 じ名称

の外郭門で ある東都 門や,さ らに遡及 して西周の近郊 の区域の門である郊 門 と同様,

京(都)に お ける郭門であ り,且 つ郊門に該 当す るものである とす る。 この記載 で

は,籬 門が,郭 の区域 の門である郭門に も,ま た近郊の門である郊門 にも相 当す る

としてい るこ とか ら,南 朝の国都建康では都城 の城外で籬門に囲まれ るまでの広大

な範 囲を,郭 の区域であ り,し か も近郊 としての郊で あるとす る認識が存在 した こ

とが うかが える。つま りこのこ とか らは,建 康 の郭 の区域 は郭 である とともに郊で

もあった とい うこ とを看 取できる。

この建康 の郭 の区域の性格 を,端 的 に 「郊 郭」 とい う言葉 で記載 してい る事例が

ある。それ は 『南斉書』巻7,東 昏侯紀 に 「郊郭 四民皆廃 業」(郊 郭四民皆業 を廃す)

とあ るものである。 これは南朝 の宋の皇帝で あった東昏侯 の暴政 に よって,国 都建

康の郊郭 に居住す る士農工商の四民が,困 窮 の極 に至 っていた様子 を記 した もので

ある。 同様 の記載 が 『建康実録』巻15に も 「郊郭 四民廃業」(郊 郭四民業 を廃す)
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としてみえる。 ここにい う 「郊郭」 とは,建 康の都城(都 墻)の 城外 に広が る郭の

区域の ことである と考え られ る。

儒教 にみ える入れ子状の同心方の世界観 では,王 城(都 城)の 城外 には近郊,さ

らには遠郊 とい うよ うな区域が次々 にその外部に広 がってい く。 この中で郭の区域

は,当 時の観念では都城 の城外 を囲む近郊 に形成 された一種の集住域 とな る。 その

た め,都 城 の城外の郭の区域 は,本 来近郊の一部 である郊 として認識 され,ま た郊

に形成 され た都市域である郊郭 と して表現 され る場合 もあったのではないだろ うか。

以上のよ うに,南 朝の国都であ る建康 においても,宮 の区域 を内包す る城 の区域

の内部,つ ま り内城 の内部が都城 で あ り,そ の外部 を取 り巻 く郭 の区域は都城 の城

外の近郊 と重 なるよ うな,郊 郭 と表 現 され るよ うな区域であった と考 えられ る。

ところで,梁 の武 帝の天監年間には,こ の よ うなあ り方に変革 が試み られ る。そ

れは天監3年(504)に 尚書左丞 とい う高官であった何侈 之によって,籬 門が設 け ら

れたライ ンまでの範 囲,つ ま り郭の 区域までを含 めた範囲を都城 に含め るよ うな解

釈 が武帝 に提起 されたこ とで ある。この ことは 『隋書』巻7,礼 儀志に,「天監三年,

尚書左丞何侈之議 日…(略)… 案礼 國門在皐 門外,今 籬門是也」(天 監三年,尚 書左

丞何侈之 の議 に曰わ く…(略)… 礼 を案ず るに國門は皐 門の外 にあ り,今 の籬門 是

な り)と ある。都城 の門である國門 とは,王 城 としての都城 の門のことである。何

侈 之は郭 の区域の門である籬門が國門 に相 当す る として,建 康 にお ける郭 の区域の

外周 の籬 門のライ ンまでを都城 とみなすべ きだ と提起 した。 この何侈之 とい う人物

は 『梁書』巻48,儒 林伝 に 「高祖踐 祚,尊 重儒術,以 侈之爲 尚書左丞,是 時百度草

創,侈 之依禮定議,多 所裨益。」(高 祖 踐祚 し,儒 術 を尊重す,侈 之 を以て尚書左丞

と爲す,是 の時百度草創 す,侈 之 禮 に依 りて議 を定む,裨 益す る ところ多 し)と あ

るように梁 の武帝の天 監の制度改革に大きな影響 を与 えた人物で ある。

この何侈之 の見解 は天監7年(508)に 次の ような形で実現 され る。『梁書』巻2,

武帝紀,天 監7年2月 己卯 の条に 「新作國門于越城南」(新 たに國門を越城 の南 に作

る)と ある。越城 は建康 の籬門の ライ ン上の地名で あ り,こ れ は何侈 之の提起 に依

拠す るよ うに,郭 の外周 に都城 の門 を意味す る 「國門」を新 たに建設 したこ ととな

る(22)。これは籬門の設 け られた郭 の区域 までの範囲を都城 とす る認識 を,梁 の武 帝

が受容 した こ とを,國 門の建設に よって視 覚的な形で表現 したもの といえる。

ただ し,こ の國門の建設 は1門 のみであったよ うで,他 の籬 門は同 じライ ン上に

あ りなが ら,都 城 の門である國門 として改修や改称 をな され るこ とはなかった よ う

である。

そのこと と関係 す るように,籬 門 を近郊 の門である郊 門 とす るよ うな認識,つ ま

り郭 の区域 を都城 の城外 の郊であ るとす る認識 が,國 門建設以後 も根 強 く併存 して
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いたこ とを示す史料が,先 述 した 『太平御 覧』 が引用す る 『南朝宮苑記 』の逸文 の

中にみ える。 それ は,「 籬 門五十六所,蓋 京 邑之郊 門也」(籬 門五十六所 な り,蓋 し

京 邑の郊門 な り)と して,東 西南北 の主要な籬門を示す 中に,「南籬門は國門の西 に

あ り」 と記載す るものである。 これ は,郭 の外縁 の門 について,都 城(國)の 門で

ある國門 とす る表記 と郊の門である とす る表記 が同 じ記事の中に併存 してい ること

を示 してい る。つ ま り,こ のこ とか らは,籬 門の設 け られた郭 の区域 までを都城 と

みなす よ うな新 たな認 識 と,こ の区域 を都城 の城外の近郊 区である とす る伝 統的な

認識 が併存す る,梁 朝の天監年 間以後のいわば過渡的 ともい える様相が うかがわれ

る。

これ は,梁 の天監年間に制度改革が行われ郭 までを含 める新 しい都城 の概 念が導

入 され たけれ ども,郭 を都城 に含 めないで都城の城外 の近郊 の区域 と重なる とす る,

伝統的 な認識 が根強 く存在 していた こ とを示 している と思われ る。

梁の天監年 間にみ られ る,郭 まで を含 める新 しい都城の概 念の受容 を視覚的に示

した國門の造 営は,1門 のみの造営で はあるけれ ども,次 章でみ る隋代 の様相の先

駆的な試み と考えるこ とができる。 このよ うな新 しい試み を萌芽的なもの とはい え

行 うことができたこ との背景の一つ に,南 朝の経学 が北朝 に比 して柔軟 な解釈 を行

い える土壌 を有 していた とい うことも影響 してい るであろ う。

天監の礼制 な どの制度改革は,そ れ までの礼制議論 の成熟 を受 けて,よ り洗練 さ

れた天 子 を頂点 とす る秩序 を構築 し,隋 唐 王朝に大きな影 響を与 えた とされ る(23)。

隋代の大興 の設 計プランに,梁 の武帝 の天監年間に何侈之 によって示 され た萌芽的

ともいえる新 しい都城 の概念が,発 展 的に継承 された可能性 が考 えられる。

2.隋 唐時代における都城の概 念の変化

① 都城の概念 の変化の過渡期 と しての隋代か ら唐初

隋代には,漢 代以来の長安城 の東南 に新た な造営プランで国都大興が文帝に よっ

て築かれた。 また洛 陽も漢魏以来の洛 陽城 とは位 置 を異に して新たなプ ランで煬帝

によって造 営 された。隋代 に新たに造 営 された大興 と洛 陽は,唐 代 にそれぞれ唐 の

国都で ある長安,洛 陽 として継承 され ることになる。

ところで,隋 代の国都大興(唐 代 に長安 と改称 され る)で は,い くつ もの画期 的

な構造上の変革がな され た。その重大な変革点 の一っ として,宮 の区域であ る宮城

と城の 区域 で ある皇城 が,従 来の王朝の国都 でみ られ るよ うな入れ子状の構造では

な く,連 結 された よ うな構造 となった ことがある(図6)。

そ して も う一つの大きな変革点 と して次 のよ うなことがあ る。 それ は既 に北宋 時

代 に編纂 された 『長安志』巻7で,著 者 である宋敏求が端的に指摘 していた こ とで
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図6長 安 城 図(平 岡武 夫1956)

あるが,「 自両漢以後,至 於晋斉梁陳並有人家在宮闕之間,隋 文帝以為不便於民,於

是皇城 之内,惟 列府 寺,不 使雑人居止。公私有便,風 俗斉粛,実 隋文新意也」(両 漢

以後,晋 斉梁陳 に至 るまで,並 びに人家,宮 闕の間にあ り,隋 の文帝民に便 な らず

と為す を以て,是 において皇城の内,た だ府 寺のみ を列 し,雑 人 を して居止せ しめ

ず,公 私 に便 あ り,風 俗斉粛た り。実 に隋の文 の新意 な り)と い う点である。

つま り前漢そ して後漢の時代か ら晋,南 斉,梁,陳 とい う南北朝時代 に至るまで,

内城 である城 の区域 の内部 には宮 と住宅が混在 していた よ うな状態で あったものを,

隋の文帝 が皇城の内部を府寺(こ こで い う寺は官署 のこ とで寺院ではない),即 ち官

署のみの区域 とな し,住 宅が混在す るこ とを禁 じた とい うことで ある(24)。宋代 の宋

敏 求は,こ のよ うな国都 の構造の大改革 を文帝 の発案 によるものと している。 しか

し,実 際は将作大匠であった宇文榿等の発議 に よる部分が大きいであ ろ う。 このよ

うな隋の大興 におけ る構造 上の大改革のため,城 の区域 を継承す る皇城 は,住 宅地
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としての性格 がな くな り純粋 な官署街 となった。

さらにも う一つの大きな変革点 として,大 興 の宮城(宮 の区域 に相 当)と 皇城(城

の区域 に相 当)の 内部に住宅地 区が一切設 け られな くなった結果,そ の外部 にある

郭 の区域のみ が京内における唯一の住宅地区 とな った ことがある。前漢代 か ら南北

朝時代の国都 では,住 宅地区が郭の 区域 だけで な く内城 の区域 の内部 にもあった。

しか し,隋 代 の大興(唐 の長安)で は内城 にあた る宮城や皇城 には住宅地区は一切

設 け られ ないでグ リッ ドプランで 区画 され た郭の 区域のみが住宅地 区となった。

図7唐 長安城各門実測平面図(陝 西省文物管理委員会1958)
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隋 の大興の郭の区域 をめ ぐる郭壁 自体 は,北 魏 な どのもの と比べても基底部の幅

な ど構造面であま り変化はな く,隋 代 の大興で特に堅 固なものに され た とい う形跡

はない。 例えば大興(長 安)の 金光 門や啓夏門な どの考古学的な調査 による遺構 図

(図7)を み ると門の部分は幅 も比較 的広いが,そ れ に接続す る郭壁 自体の幅は約

4m程 度 しかないこ とに気付 か され る。

なお大興では,そ れまでの都 では不整形にな りがちであった と考 え られ る郭 の区

域の外周 ラインが直線的な整形 とな り,東,西,南 の各面 に三つの門が整然 と配置

されてい る点 も注 目され る。 これ は王城の重要な指標 として 『周礼』冬官 ・考工記

にみ える 「旁三門」(王城 の各面 に三つずつの門を配置す るとい うこと)を ふ まえて

い るよ うに思われ る(25)。つ ま り大興の構造プランは,郭 の 区域 までを王城 である都

城(京 城)と みなす よ うな形で全体の設計がな されてい る部分が強 く存在す るので

ある。

この よ うな隋の大興の構造 は,そ れ までの王朝以上 に,皇 帝権 の強化をはかる隋

朝の政策 に対応 した構造である とい える。漢代 か ら南北朝時代 の王朝の国都 では,

各官署 は,辟 招制 とい う一種 の独 自の官僚採用権 を有 し,比 較 的皇帝権か ら独 立 し

た性格 もあった。 このためもあって国都の中で各官署が分散 しがちで あ り,或 いは

比較的集 め られ てい る場合 もゆるやか な集 中のあ り方で あった(26)。これに対 し,隋

では,皇 帝 の膝 下であ る宮城 の南側 に,皇 城 と通常呼 ばれ る広 い面積 の区域 に,官

署 を整然 と集 中 させて,皇 帝 に とって機能的な官署街 としている。

これ は,科 挙 とい う皇帝 による官僚採用の一元化や 中央官署 に対す る皇帝 の支配

権 の強化 とい う政策に応 じた構造で あるといえる。また漢代か ら南北朝時代 の内城

の内部 は,一 部庶民の居住 もみ られ るが,本 来皇帝 の宮や官署や特定の人 々の居住

地を守 るための城塞であった。 しか し,隋 代 にはここを宮城 と皇城 とい う形 で,皇

帝の宮 と官署 のみの区域 とな し,住 宅地 を郭 の区域 のみ にした。 この ことによ り,

皇帝が特定 の階層 を介 さず に直接的 に一般 民衆 に接す るとい う姿勢 を,国 都 とい う

王権 の志 向す るものが最 も象徴的 に示 され る場所で表現 した もの ともいえる。

隋都大興 の構造 におけるこのよ うな大 きな変革 に対応 して,隋 代 には都城 の概念

も大き く変化 したよ うである。 この問題 を 『隋書』 の記載 をもとに,都 城 と同義語

である京城や 國城 とい う言葉 にまで広 げて考 えてみたい(27)。

『隋書』巻80,陸 譲母伝 には,文 帝 の仁寿年間(601～604)の こ ととして,「 上

於是集京城 士庶於朱雀門」(上,是 において京城 の士庶 を朱雀 門に集 む)と 記 されて

い る。 これ は 「上」即ち,隋 の文帝が 「京城」 の士人 と庶 民を朱雀門に集 めた とい

う記載 である。隋代の大興 では,内 城 に相当す る宮 の区域(宮 城)や 城 の区域(皇

城)の 内部 に士人や庶 民の居住す るよ うな区域 はない ので,こ こにい う士人や庶民
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の住 む 「京城 」 は グ リッ ドプ ラ ンの施 工 され た 郭 の 区域 も含 めた もの で あ る と考 え

られ る。 した が って,こ の記 載 にみ られ る京 城 の概 念 に は郭 の 区域 ま で の範 囲 が含

まれ てい る こ とにな る。 この こ とは,隋 代 にお い て,国 都 の構 造 の 大 改革 に とも な

い,都 城 の 同義 語 で あ る京 城 の概 念 が 南 北朝 時 代 以 前 と異 な って,内 城 で あ る宮 や

城 の 区域 の み で な く,郭 の 区域 まで を含 む よ うに大 き く変 化 して い た こ とを うか が

わせ る もの で あ る。

『隋書 』 巻29,地 理 志 の 京 兆郡 の条 に は,「 城 東 西 十八 里 一 百 十 五 歩,南 北十 五

里一 百七 十 五 歩,東 面 通化,春 明,延 興 三 門,南 面 啓 夏,明 徳,安 化 三 門,西 面 延

平,金 光,開 遠 三 門,北 面 光化 一 門,里 一 百 六,市 二」(城 の東 西 は十 八 里 一 百十 五

歩 な り,南 北 は十 五 里 一 百 七十 五 歩 な り,東 面 に は通化,春 明,延 興 の三 門,南 面

には啓 夏,明 徳,安 化 の 三 門,西 面 には延 平,金 光,開 遠 の 三 門,北 面 には 光化 の

一 門 な り
,里 は一 百 六 に して,市 は二 つ な り)と あ る。 こ こで 「城 」 と して 記 され

る範 囲 は,『 旧唐 書 』巻38,地 理 志 にみ え る唐 の長 安 の 郭 域 ま で を含 めた 範 囲 の 「東

西 十 八里 一 百五 十 歩,南 北 十五 里 一 百 七 十 五歩 」 とい う数 値 とほ ぼ 同 じで あ る。 ま

た そ こに 開 かれ た 門名 は唐 の長 安 の郭 の 区域 に設 け られ た 門名 と同 じで あ る。 つ ま

り 『隋 書 』巻29,地 理 志 にい う隋 の 国都 大 興 にお け る 「城 」 とは,郭 の 区域 ま で を

含 めた もの で あ る こ とが 理解 され る。 こ の よ うに 『隋 書』巻29,地 理 志 の記 載 に は

郭 ま で を含 め た範 囲 を 「城 」(都 城,京 城)と す る認 識 が うか が え る(28)。

しか し,今 ま で みた よ うな 事例 とは異 な って,同 じ 『隋 書 』 の記 載 の 中 に あ りな

が ら,漢 代 か ら南 北 朝 時 代 に み られ る よ うな,郭 を含 め ない伝 統 的 な都 城 の 概 念 に

依 拠 した記 載 が な され て い る と考 え られ る部 分 が あ る。

そ れ は,次 に述 べ る 『隋 書 』巻7,礼 儀 志 にみ える 国都 大 興 の 周 囲 に設 け られ た

国家 的 な祭 祀 を行 うた めの 壇 の位 置 につ い て の 記載 で あ る。 そ こに は 「國城 東 南 七
つ く

里延興門外,為 霊星壇」(國 城の東南七里 の延興 門の外 に,霊 星壇 を爲 る)や 「隋制

(略)… 國城東 北七里通化門外為風師壇 …(略)… 國城西南八里金光門外為 雨師
つ く

壇 」(隋 制 …(略)… 國城 の東 北 七 里 の通 化 門 の外 に 風 師壇 を爲 る…(略)… 國城 の
つ く

西南八里の金光門の外 に雨師壇 を爲 る),「 開皇初…(略)… 又於國城 東南七里延興
つ く

門外爲霊星壇」(開 皇初…(略)… 又國城 東南七里延興 門外において霊星壇 を爲 る)

とい うよ うに記 している。

これ らの 『隋書』巻7,礼 儀i志の記載 は,都 城 の同義語 である 「國城」を基準に

した方 向と距離に よって国家的な祭 祀壇 の位置 を示 した ものである。 ここにみ える

延興 門,通 化 門,金 光門な どの諸門は,先 にみた 『隋書』巻29,地 理志にみ えるよ

うな,隋 の国都大興の郭 の区域 に設 け られ た門である(こ れ らの諸 門は,唐 の長安

にもそのまま継承 され る)。
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『隋書』巻7,礼 儀i志の記載 では,延 興門の外にある霊星 を祀 る壇について,國

城(都 城)か ら東南 に7里 離れ た位置 にあるとし,通 化 門の外 にあ る風師 を祀 る壇

について,國 城 の東北 に7里 離れた位置 にあると し,金 光 門の外にあ る雨師 を祀 る

壇 について 「國城」 の西南に8里 離れ た位 置 にあると記 してい る。先述 した よ うに

延興,通 化,金 光門は,隋 の大興 の郭壁 に設 けられ た門である。 これ らの祭祀のた

めの壇はそれ らの諸 門の門外付近 にあった よ うなので,こ の礼儀志に記載 された隋

の大興におけ る國城(都 城)と は,そ れ らの諸門 との位置 関係か らみて,内 城であ

る宮城 と皇城 の ことで あると考 えるこ とがで きる。

この 『隋書』巻7,礼 儀志の記載か らみ ると,隋 の大興 では内城 である宮城(宮

の区域)と 皇城(城 の区域)の みが都城で ある國城 と考 え られ,そ の外部 に広が る

グ リッ ドプ ランの施工 された住宅地 区である郭の区域 は含 まれていなかった こ とに

なる。 これは先 述 した,『 隋書』巻80,陸 譲母伝 でみた都城の同義語 である京 城の

概念が郭 を含 む よ うに変化 していた ことを うかがわせ る記載や,巻29の 地理志で郭

までの範囲 を都城 に含 めている ような記載 と大 きく矛盾 してい ることになる。

『隋書』の帝紀 と列伝は貞観10年(636)に 完成 したもので あるけれ ども,礼 儀

志や地理志な どの志 の部分はそれ とは別個 に貞観15年(641)に 編纂 が開始 され高

宗 の顕慶元年(656)に 『隋書』に編入 され たもので ある。『隋書』の中で編纂 過程

が異 なる列伝 と志 との間だ けでな く,同 じ編纂過程 を経 た志の部分の さらに内部に

お いて,地 理志 と礼儀志 とでは都城 に関す る認識が全 く異 なってい ることにな る。

同 じ 『隋書』で も礼儀i志にみ られ る ように,礼 制 と関わ りが深い國城 とい う言葉に

は,伝 統的な都城 の概念が色濃 く継承 され ていたのであろ う。

なお 『隋書』は先述 した よ うに唐 の太宗 の貞観年間か ら高宗の顕慶年 間に完成 さ

れ たもので あ り,こ こでみてきたよ うな記載 は唐代の文飾 である可能性 もある。 も

し,こ れ らの記事が文飾で あった場合,唐 の高宗の顕慶年 間に至 って も,都 城 に関

して古い概念 と新 しい概念が ともに存在 していた ことになる。 また これが文飾でな

かった場合,唐 初の貞観や顕慶年 間において,前 王朝である隋 の正史の編纂 とい う

国家的事業が行われ る中で,古 い都城 の概念 と新 しい都城 の概念が併存 して 同一文

献 の中に記 されていて も,違 和感 な く当時の読者 に受 け取 られ る状況であった とい

うこともい える。つま り,隋 代のみな らず唐代初期 において も,都 城の概念 の過渡

的状況が存続 していた可能性があ るのである。 この ことは 日本 の宮都の空 間構成 と

微妙 に関係 す る。

② 唐代の都城

唐 も玄宗 の開元年 間になる と,郭 までの範 囲を含む新 しい都城 の概念が定着 して
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い る よ うで あ る。『大唐 六典 』 は,玄 宗 の命 に よ って,開 元10年(722)か ら編 纂 が

開 始 され 開元26年(738)に 完 成 した もの とされ る(29)。この 『大唐 六典 』 巻7,工

部 郎 中員 外 郎 の条 で は,宮 城(宮 の 区域)と 皇城(城 の 区域)の み で な く,郭 の 区

域 ま で の範 囲 を含 め て都城 と同義 語 で あ る京城 とみ な して い る。 また 『大唐 六典 』

巻8,城 門郎 の条 で は 「明徳 等 門爲 京 城 門,朱 雀 等 門爲 皇城 門,承 天 等 門爲 宮城 門

・(略)… 東 都 諸 門准 此 」(明徳 等 の 門 は京城 門 と爲 す ,朱 雀 等 の 門 は皇 城 門 と爲す,

承 天 等 の 門 は 宮城 門 となす …(略)… 東都 諸 門 此 に准 ず)と あ る。 明 徳 門 は 郭 の 区

域 の 南 面正 門 で あ る が,そ の 門 が京 城 門 と称 され てい る こ とか ら,都 城 と同 義語 で

あ る京 城 の概 念 が,郭 の 区域 ま で を含 めた 範 囲 の こ と とな っ て い る こ とが 理解 され

る。つ ま り,『大唐 六典 』の 記載 で は宮 と城 の 区域 だ けで な く郭 の 区域 まで を都 城(京

城)と み なす よ うな認 識 にな っ てい る。 開 元年 間 に は唐 代 の 制度 を ま とめた 『大唐

六 典 』 の よ うな文 献 に も,郭 ま で を含 めた 範 囲 が都 城 の 同 義語 で あ る京 城 と して 明

確 に記 され て い る こ とにな る(図8)。

ま た この 時期 に な る と,京 城 と とも に都 城 の 同 義語 で あ りな が ら,『 隋書 』 で は

宮 城 と皇城 とい う内城 部 分 の み を指 して い た 國城 の概 念 も,『 隋書 』とは異 な って郭

の 区域 ま で を含 む よ うに変化 して い る。 そ の こ とを うか が わ せ る記 載 が 『旧唐 書』

にみ られ る。 『旧唐 書』 は五 代 時代 の後 晋 の 開運2年(945)に 完 成 した 唐 朝 の 正 史

図8唐 の 長安 ・洛 陽(妹 尾達彦2001)
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であ るが,実 録,国 史 な どの唐 代 の原 史 料 に文飾 を加 え る こ とな くそ の ま ま収 録 し

て い る部 分 が 多 く,同 時 代史 料 的 な価 値 が高 い と され て い る文 献 で あ る。

『旧唐 書』 巻24,礼 儀 志 には 永泰2年(766)の こ と と して,「 礼儀i使于 休 烈 請,

依 旧祠風 伯 雨 師於 國 門 旧壇,復 爲 中祠,従 之 」(礼 儀 使 于 休 烈 請 うら くは,旧 に よ

り風 伯,雨 師 を國 門 旧壇 に祠 り,復 して 中祠 とな さん こ とを と,之 に従 う)と あ る。

これ は礼 儀 使 の于 休 烈 の 申請 に よ り,風 伯,雨 師 の 國 門 旧壇 で の祭 祀 を復活 した と

い うもの で あ る。風伯,雨 師 を祀 る壇 は 先 に 『隋 書 』の記 載 で み た よ うに,通 化 門,

金 光 門 とい う大 興(唐 の長 安)の 郭 門 の付 近 にあ っ た。『旧唐 書 』の こ の記載 に い う

「旧壇 」 は,こ れ らの壇 を指 して い る と思 われ るので,こ こで い う 「國 門 」 は長 安

の 郭 門 の こ とで あ る と考 え られ る。 國 門 とは 國城 の 門 の こ とで あ り,こ の こ とか ら

唐 代 中期 に は,郭 の 範 囲 ま で を國 城 とす る認 識 が定 着 して い た こ とが うか が え る。

先述 した よ うに隋 代 に は,都 城 の 同 義 語 で あ りなが ら京城 とは異 な って,郭 ま で を

含 め な か っ た 國城 の概 念 も,唐 中期 に至 るま で に は郭 まで を含 む よ うな変化 が 定着

して い る の で あ る。

以 上 の よ うに,唐 代 で はそ の 中期 ま で に,都 城 の 同義 語 で あ る京 城 の語 も國城 の

語 も,と も に郭 まで の範 囲 を含 む よ うな形 で 定着 して い る。

ち なみ に,『 大 唐 六典 』 や 『旧唐 書 』 巻38,地 理 志 で は,長 安 を 「京 城 」,洛 陽 を

「都 城 」 とい うよ うに,そ れ ぞれ の都 を 「京 城 」「都城 」 とい う同義語 を使 い 分 けて

記 載 して い る(30)。た だ し,唐 代 の長 安 も洛 陽 も,郭 ま で の範 囲 を都 城(京 城)と 見

なす 点 で は 同 じで あ る(31)。

なお,唐 の長 安 や洛 陽 にお い て,郭 の 区域 を都 城 に含 め る認 識 が 定着 した けれ ど

も,グ リッ ドプ ラ ンの施 工 され た 郭 の 区域 は都 市 域 で あ るに も 関 わ らず,そ の さ ら

に外 部 に あ る農 村 地 区 と ともに,雍 州(開 元 元 年 に京 兆府 に改 称)管 下 の万 年 県 や

長 安 県 な どの州 県 に よっ て管 轄 され て い た(32)。先 述 した よ うに南 朝 の宋 の事 例 にみ

られ る よ うに,都 城 は都(京)に お い て本 来 州 県 の 管外 の特 殊 な 区域 で あ った 。 し

か し,唐 で 都 城 に含 まれ る こ とに な っ た郭 の 区域 は州 県 の管 外 とはな らな か った。

こ の よ うな こ とも,郭 の 区域 が 本 来 は 郊 の一 部 で あ る とい う性 格 との 関 わ りが そ の

一 つ の要 因 と して 考 え られ るの で は な い だ ろ うか
。 この 問題 は 中国都 市 の本 質 を考

え る上 で きわ めて重 要 な 問題 で あ る と思 う。

3.日 本の古代宮都 の構造 との関わ り

ここでは,中 国における都城 の概念 の,隋 代 か ら唐初 にかけての(そ の萌芽 は南

朝 の梁 にみ られ る)漸 進的な変化が,古 代 日本 の宮都 の形成 に与 えた本質的な影響

について,日 本の本格 的な宮都 の原型 的存在 とい える藤原京 の問題 を中心 に述 べた
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い(な お本 章の詳細 については,豊 田裕章2007-aを 参照 されたい)。

今まで述 べてきたよ うに,中 国の漢代 か ら南北朝時代までの国都 では,宮 とそれ

を内包す る城 の区域,つ ま り内城 の内部 の区域が本来的な意味での都城であ り,外

郭で ある郭 の区域 は都城 には含 まれ なかった。 しか し隋代か ら唐代初期 にか けての

過渡的様相 を経て,唐 代 中期 には郭 の区域までの範 囲を含 めて都城 とす るよ うな,

新 しい都城 の概念 が定着 してい る。 日本 で本格的な宮都の造営が志 向 され るよ うに

なる時代 は,ち ょ うど中国において このよ うに都城 の概念が大 きく変化す る時期 に

該 当 し,こ の問題 が 日本 の宮都 の構造 に大 き く影響を与 えてい る可能性 がある。

ところで,日 本 の古代宮都では,通 常宮域 とされている区域が内城 的性格 のもの

で,条 坊の施工 された区域 は外郭に比定できる。 日本 の古代宮都の原型 的存在 であ

る藤原京の全体構 造は,通 常宮域(藤 原 宮)と されている区域 に対 して,条 坊 の施

工 された区域の付随性 がかねて よ り指摘 されてい る(33)。それ は内城 の内部 を都城 と

み な し郭の 区域 を含 めない,中 国の古い都城 の概念に よる空 間構成 と類似 している

とい える。

『続 日本紀』 には藤i原京 の通常宮域(藤 原宮)と されている区域が,当 時におい

て都城 と同義語 の 「京城」,或 いはその雅称 である 「皇城」と呼ばれた可能性 を うか

がわせ る記載 がある。それ は 『続 日本紀』巻3,慶 雲3年(706)3月 丁 巳の条 に 「詔

日…(略)… 又如聞京城 内外,多 有穢臭。 良由所司不存検察。 自今以後,両 省 五府

並遣官人及衛士,厳 加捉搦,随 事科決」(詔 して曰く…(略)… 又 聞 くが如きは,京

城 の内外,多 く穢臭有 り。良に所司検察を存ぜ ざるによる。今 よ り以後,両 省五府 並

びに官人及 び衛士 を遣わ し,厳 しく捉搦 を加 え,事 に随い科決せ よ)と ある記載で

ある。 これ は 「京城 内外」の穢臭 に対 して,兵 部省や五衛府 な どの官人や衛 士 を派

遣 して取 り締 ま らせ る とい うものである。 この穢臭 は排便や排尿 に よるもので ある

可能性 が高 いが何 によるものであるのか はこの記事 のみか らは判然 としない。 しか

し,こ の穢 臭を取 り締ま るため条坊域 の外部 にまで兵部省や五衛府 の官人 を派遣す

るとは考 えがたい。 そ うい う点か らみて ここでい う京城 は,通 常宮域(藤 原宮)と

されている区域 と考 え られ る。 なお,こ の件 に関す る詔勅が 『類聚三代格』 にも収

め られてい るが,そ こでは 「京城」ではな く 「皇城」や 「城 闕」と記 されてい る(34)。

また 『続 日本紀 』巻5,和 銅3年(710)正 月 壬午朔 の条 には 「三年 春正月壬子

朔。天皇御 大極殿 受朝。隼人蝦夷等亦在列。左将軍正五位上大伴宿祢旅 人,副 将軍

従五位 下穂積 朝臣老。右将軍正五位 下佐伯宿祢石湯,副 将軍従五位下小野朝 臣馬養

等,於 皇城 門外朱 雀路東西分頭,陳 列騎兵,引 隼人蝦夷等而進」(三年春正月壬子朔,

天皇 大極殿 に御 して朝 を受 く,隼 人蝦夷等亦列に在 り,左 将軍正五位上大伴宿祢旅

人,副 将軍従五位 下穗積朝 臣老,右 将軍正五位下佐 伯宿祢石湯,副 将軍従五位 下小
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野朝臣馬養等,皇 城門の外 朱雀路 の東 西に分頭 し騎兵を陳列 して,隼 人蝦夷等を引

きて進む)と ある。この記事について は,平 城遷都 にさ しかかる微妙 な時期であ り,

平城京 のことか藤原京 のこ とか明確 ではない。 ただ しこれ が平城京 のことであった

としても,天 平勝 宝9年(757)に 施行 され た養老令では皇城 門 とい う呼称 は用 い ら

れ ていないので,こ れ はよ り古い呼称 である と考 えられ る。養老令では この門は宮

城 門 とな る点か らみ て(35),さ らに遡及 した藤原京の段階では皇城 門 とい う呼称が用

い られていた可能性 は高い といえる。 この記事 では,通 常宮域 とされている区域の

門で ある朱雀 門が皇城 門と呼ばれてい る。 このことか らみ て藤原京 や平城京 の初期

においては,通 常宮域 とされ ている区域 が,京 城やその雅称 と しての皇城 と呼ばれ

ていた と考 え られ る。

これ らの記載か ら,藤 原京 の時代や平城京 の初期 の段階 においては,内 城 に相 当

す る,宮 域 と通常 されている区域(藤 原宮,平 城 宮)が 京城或いは皇城 と呼ばれ て

いた可能性 がある。京城 は都城 の同義語 であ り,皇城 は本来的に都城 の雅称であ る。

唐 の皇城 の語 も先述 した ようにここに由来す る。

そ うであれ ば藤原京 では宮域 と通常 されてい る区域が都城 であ り,郭 の区域 に相

当する条坊域は,都 城(京 城)に は本 来含 まれなかった ことになる。 この よ うな藤

原京 にお ける京城や皇城 に関す る『続 日本紀』にみ える記載 は,内 城 を都城 として,

その外部の郭の区域 を都城 に含 めない,中 国における伝統的な都城 の概念 による空

間構成 と類似 している。

近年,藤 原京 の条坊域 も含めた全体構 造が,儒 教思想 の中で理想的な王城 の姿 を

記 したとされ る 『周礼』冬官 ・考工記 を建設理念 として造営 された とする,小 澤毅

氏,中 村太一氏の見解 が有力な学説 とな ってい る(36)。しか し,先 述 したよ うな検討

をふ まえ ると,む しろ 『周礼』冬官 ・考 工記 の記載 と対比す るべ きは,条 坊の施行

された区域 を含 めた京域全体ではな く,内 城 に相 当する通常宮域 とされてい る区域

(藤原 宮)で あるこ とにな る(図9)。

小澤氏や 中村氏 の見解では,藤 原京 の京域全体 と 『周礼』冬官 ・考工記 との対比

を行い,そ の中にみ える王城 の指標 の一つ ともい える 「九経九緯」とい う字句 を10

条10坊 のよ うな条坊 のあ り方 として解す るものであった。 しか し,『周礼』冬 官 ・

考工記 を当時の有力な解釈である,後 漢代 の鄭玄の注や唐初の賈公彦 の義疏にみえ

るよ うな解釈 に依拠 して読む と,「九軽 九緯 」の意 味は,王 城 の各辺 に3門 ずつ の門

があ り,そ れ ぞれの門にあ る三つの開 口部(門 道,扉 口)に よって,現 代で言 えば

ま るで3車 線 のよ うに3本 に小分 け された街 路が,王 城の内側 に向かって延 びてい

るとい うものであった(図10)。 これ を藤原京の全体構造 と対比す る と,12門 の配

置や それぞれ の門の構造(開 口部が三つで あった らしい こと)な どか らみて,む し
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図9藤 原 京 の 復 元(小 澤毅1997)

図10聶 崇義 『三礼図』

所載の王城図

(『新 訂 三 礼 図 』1984よ り)
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図11藤 原 宮 復 元 図

(寺 崎保弘2002)

ろこの配置 は通常宮域(藤 原宮)と されてい る区域 と対応 するこ とになる。

この ことか ら,藤 原京で は通常宮域(藤 原宮)と され ている区域 の内部 こそが ,

造営当時,『周礼』冬官 ・考 工記 にみ えるよ うな王城で ある國(國 城)に 該 当す る区

域 として,全 体の空間構成 が設計 され た可能性 が考 え られるのであ る。王城(國 城)

とは都城 の同義語であ り,こ の ことは,先 述 した 『続 日本紀』や 『類聚三代客』に

み られ る京城や皇城 の記載 とも合致 し,藤 原京で は内城 に相 当す る,通 常宮域(藤

原宮)と されている区域 を都城(京 城,皇 城)と す る空間構成が行 われていた とい

える(図ll)。

『周礼』 にみえる王城 としての國は,『 周礼』 の冒頭 の天官冢宰第一 の 「惟王建
これ

國(惟 王,國 を建 つ るに 」に 関す る鄭 玄 の注 の 「営 邑于 土 中。七年,致 政 成 王,以

此 礼 授 之,使 居 維 邑,治 天 下 」(邑 を土 中に 営 む。七 年,政 を成 王 に致 す。 此 の礼 を

も って これ に授 け,維 邑に居 りて,天 下 を治 め しむ)な どに よる と,西 周 の東 都 で

あ る維 邑(後 の洛 陽)の 状 況 を示 した もの とい うこ とにな る(37)。ま た鄭 玄 は こ こ で

維 邑(後 の 洛 陽)を 天 下 の 中 心 を表 す 「土 中」 で あ る とす る。 この 「土 中」 とい う

場所 の持 つ 礼制 上 の 重 要性 は,『 周 礼 』の み な らず 『尚書 』な どの他 の儒 教 の経 書 や

そ の 注 な らび に義 疏 に も多 々記 され て い る(38)。

西 周 の制 度 は周 制 とい われ 理 想 的 な 制 度 と され て きた。 ま た西周 の東 都 維 邑の構
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図12藤 原京北面 中央の門の遺構(奈 良文化財研究所1976)

造 は儒教 で聖人 とされ る周公が定めた理想的で神 聖な都城 の構造 として尊重 されて

いた(図12)。

ところで,こ の西周代 の維 邑の空間構成 に関す る記載 が 『逸周書』(『汲家周書』)

作雛解(39)に 「周公作大 邑成周于土 中。立城,方 千六百二十丈。郛方七十二里,南 繋

于洛水,北 因于陝山」(周 公 大 邑成周 を土 中に作 る。城 を立っ るに,方 千六 百二十

丈 な り,郛 は方七十二里 な り。南は洛水 に繋な り,北 は陝 山に因 る。)(40)とい うよ

うにみえる。それに よる と雛 邑には 「方 千六百二十丈」(森鹿三氏 によると方 九里 に

相 当す るとい う)の 王城(41)があ り,そ の城外の方72里 は 「郛」(郭 の同義語)と 呼

ばれ る区域 であった。 この記載 では郛(郭)は 王城 の城外 の区域で あ り,そ れ は王

城 に含まれ ない ことが端的 に記 され ている。この『逸周書』作雛解 にみ える記載 が,

西周代の維 邑(後 の洛 陽)の 実態を正確 に伝 えた ものかは ともか くとして,中 国に

おいて も長 い時代 にわたって理想都市 であ り神聖都 市であった ともい える西周 の維

邑の構造 は この記載 のよ うなもの と考 え られていたのではないだ ろ うか(42)。古代 の

日本 においてはなお さらその よ うに考 え られた ことであろ う。
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藤原京 の宮域 を 『周礼』冬官 ・考工記 にみえる王城(國)に 相 当す る区域 とみな

せ ば,宮 域 の周囲に広 がる条坊域 は,周 制でいえば 『逸周書』作維解 にみえ るよ う

な,王 城 の城外の広大な郛(郭)に 相 当す る区域 に比定でき る。 この区域 は王城 の

城外 であ り,儒 教の礼制 にお ける入れ子状の同心方 の世界観 でいえば,「近郊」と呼

ばれ る区域の一部に相 当す る。その よ うにみる と条坊域は近郊 であ りなが ら,し か

も郛(郭)と 呼ばれ るよ うな都 市域で あることとなる。 この ことは,こ の区域 が王

城 と周 囲の農 村区域 との連続的で 中間領域 的なもので あった ことを示 している と考

え られ る。 これは先述 した 中国の南北朝時代 の都城 にお ける,郊 郭的な性格 を有す

る郭 の区域の性格 とも重 なる。

以上 のよ うに藤原京 は,中 国の隋代以前 の伝統的な都城 の概念 をふまえて,宮 域

と通常 されている区域 の内部を都城 とし,そ こに 『周礼』冬官 ・考工記 にみ える王

城 である國(國 城)を 志 向 して,そ の外部 の条坊の施 され た区域 を王城 の城外 に広

がる郛(郭)と して,全 体の大まかな空間構成 の設 計がな された と考 え られ る。

なお,平 城京 の段階 にな ると,そ の全体構造 にはかな り唐 の長安を意識 した要素

がみ られ るよ うになる(43)。また唐 の洛 陽か らの影響 が考 え られ る点 もある(44)。養 老

令では郭 の区域 に相 当す る条坊 の施 工 された 区域までを京城 としているが,こ れは

唐で定着 した新 しい都城 の概念 に則 った規定で あると思 う。 しか し,都 城の重要な

指標 とい える12門 は,藤 原京 同様,通 常宮域 とされ ている区域に設 け られていた よ

うであ る。 これ は平城京 のある時期 か ら郭の 区域までを含 める唐 で定着 した新 しい

都城 の概念 が,藤 原京以来の空 間構成 の上 に重層的に導入 されたためではないだろ

うか。その象徴が平城京で羅城 門が建 造 され たことであ ると思 う(45)。しか し,平 城

京のみな らず長 岡京,平 安京 にも,王 城 の指標であ る12門 は,内 城で ある通 常宮域

とされてい る区域 に原則 的に踏襲 され てい った よ うである(46)。このことは,藤i原 京

で確 立 した構造 が重要な伝統 的規範 となって,そ れ以後の時代 において も,根 強 く

遺制的に継承 されたためである と考 え られ る。

結論

都城 とい う言葉 は本来史料用語 であるが,学 術用語 として 日本 のみな らず 中国に

おいて も定着 してい るといえる。そ して,こ の言葉 は京域全体 を表す言葉 とい う前

提 に立って用 い られてい るよ うに思 われ る。 しか し,都 城の概念 は隋唐時代 に大 き

く変化 してお り,こ の ことは中国や 日本の都市の本質 に関わ る重要 な問題 と関わっ

ている。

中国の漢代 か ら南北朝 時代 の都 は,宮 の 区域 とそ のまわ りの城 の区域,さ らにそ

のまわ りの郭 の区域か ら構成 され る三重の構 造であった といえる。 これを別 の言い
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方 をすれば内城(宮 の区域 と城 の区域)と 外郭か らなる空間構成 と表現す ることも

できる。

前漢の国都長 安は,未 央宮な どの諸宮(宮 の区域)を 内包す る,堅 固な城壁 で囲

まれ12門 の配 された城の区域,さ らにその外部 の郭の区域 か ら構成 されてい た。城

の区域の内部,つ ま り長安城 には諸宮 とともに官署や特定の人 々の住宅地が存在 し,

内城 に相 当す るこの内部 が都城(京 城)で あった よ うである。 その城外 の郭の区域

は,住 宅地で あるとともに墳墓 も存在す る近郊的な様相 を呈す る区域 であった。 郭

の区域 の外縁 には郭門があった ことが推定 されてい るが,郭 壁 が存在 したか どうか

は明 らかで ない。

後漢 か ら西晋の国都洛 陽 も,北 宮な どの宮(宮 の区域)を 内包す る,12門 を配 し

城壁 で囲まれた城の区域 の内部(洛 陽城)が 都城(京 城)で あった。 この外部 には

郭の区域が存在 した けれ ども,そ の外周 をめ ぐる郭壁 の存在 の有無はわか らない。

北魏 の国都 洛陽 も,宮 城(宮 の区域)を 内包す る城 の区域 の内部 が,『 魏書』釈

老志の記載 に明確 にみ えるように都城 であった。そ して郭 の区域 は都城 に含 まれ な

かった。都城 の内部 には宮城 とともに永寧 寺のよ うな寺院,そ して官署や住宅地が

存在 した。 また,郭 の区域 の内部 にも住 宅や寺院が建ち並 んでいた。都城 の周 囲は

重厚 な城壁 で囲まれていたけれ ども,郭 の区域 の外縁の郭壁 はそれ に比 して防御機

能の点な どで劣弱 なものであった。 なお,北 魏洛 陽の郭の区域 は,京 には含 まれ る

けれ ども都城 の城外 の都 市域 であ り,こ の郭の区域 は周辺 の農村地帯 と連続 的 とも

い える都市域 であった。

南朝の建康 では,宮 城(宮 の区域)を 内包するよ うに 「六門之内」或いは 「六門

都墻」 と呼ばれ る城 の区域が存在 した。 この内部が都城であ り,そ こには宮城 とと

もに官署や住 宅地 が存在 した。建康 では宮城(台 城)の 城 壁は雉蝶(胸 壁)も 備 え

た防御性 の高い城壁 であった けれ ども,都 城 の城壁 は初期 においては竹籬で あ り,

後 には築地状 の ものに改修 された ことが推定 されている。 この都城 の外部 には広大

な集住域 があ り,そ れ は郭 と呼ばれ ていたよ うであ る。 この郭の 区域 には数多 くの

住宅地や寺院な どが存在 した。 この都城 の城外の郭の区域 を,近 郊 区である 「郊」,

或い は郊に形成 され た都市域の意味である 「郊郭」 とす る認識 も存在 した。 なお,

郭 の区域の周 囲は,土 塁か竹籬状の簡 素な郭壁で囲まれ,そ こには54箇 所 にものぼ

る籬i門と呼ばれ る門が設 け られていた ようで ある(47)。

南朝の梁の武 帝の時に,皇 帝権の強化 を 目指 した天監の改革 の中で,郭 の区域 の

範 囲まで を都城 に含 める新 しい都城 の概念 が提起 され,そ れ に応 じるよ うに都城 の

門を表す 「國門」が,郭 の外周 ライ ンに1門 だ けではあ るけれ ども建造 された。 こ

の國門の建設 は1門 なが ら,郭 の区域 までの範囲 を都城 に含 める新 しい都城 の概念
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の受容を視覚的 に示 した もので あ り,隋 唐時代に大 き く変化す る新 しい都城 の概念

の先駆的試み とい える。

隋代には国都で ある大興(唐 では長 安 と改称 され る)の 構造 に大 きな変革 がなさ

れた。宮 と城 の区域 は連結 した よ うな構 造 とな り,そ れぞれ宮城,皇 城 と呼ばれ る

よ うになる。また城 の区域 の内部には,住 宅地や寺院が置かれ な くな り,そ こは純

粋な官署街 とな った。 そ して,グ リッ ドプ ランの施 された郭 の区域のみが住宅地 と

なった。隋唐代の大興(唐 の長 安)の 外 郭壁 の構造 自体は北魏洛陽の外郭壁 に比べ

て とりたてて堅固になった とい う形跡 はあま りみ られ ない。しか し,『周礼』冬官 ・

考工記 にみ えるよ うな王都 の重要な指標 である 「旁三 門」(王城 の各面に3門 ずつを

設 ける)を 郭の区域 に意識 して配置 してい るように,郭 の区域 の東 ・西 ・南 の各面

に3門 ずつの門が設 け られてい る。 この ことか らは,隋 の大興では郭の区域までを

王都 である都城 とみなす よ うな構造 で全 体の基本設計がな されてい ることが うかが

え る。 また郭の区域 がそれ までの都 の よ うに不整形ではな く,直 線的な整形 となっ

ているこ とも特筆 に値す る点 といえ よ う。 このよ うな隋の大興 におけ る国都の構造

上の変革は,皇 帝権 の強化 を目指 した制度 改革 の流れに応 じた構造であ り,梁 の武

帝 が 目指 した よ うな方 向性 を,よ り強力 に大規模な形 で推 し進 めた もの とい える。

この隋代の大興にお ける構造面での大 きな変革 に対応す るよ うに,都 城 と同義語 で

ある京城 の概念 は,郭 まで を含 める よ うに変化 した よ うである。 しか し,同 じく都

城 の同義語であ りなが ら礼制 と関わ りの深 い國城の概念 は,南 北朝時代 の伝統的な

概念 を踏 襲 して郭 の区域 を含まなか った。 このよ うに隋代 には,構 造面での大きな

変革 にともなって,都 城の古い概念 と新 しい概念が同時に併存す るとい う,一 種 の

混乱状態 ともいえる過渡的状況 がみ られ る。 このよ うな状況は唐初 まで継続 してい

た可能性 も高い。 しか し,唐 代 の中期 までには,長 安 では都城 の概念 が,京 城 も國

城 も郭の区域 までを含む よ うな形で定着 している。

儒教にみ られ るよ うな入れ子状 の同心方 の世界観 では,王 城(都 城)の 城外 には

近郊,そ して さらにそ の外部には遠郊 とい うよ うな区域 が広がっている。郭の区域

は,漢 代 か ら南北朝時代の観念 では,京 域 には含まれ るけれ ども,都 城の城外 の近

郊 区に形成 され た集住域である とい う,周 辺 の農村地域 とのいわば中間領域 的な場

所で あった といえる。そのため郭 の区域 は近郊 区を表す 「郊」,或 いは近郊区に形成

された都 市域 を表す 「郊郭」 と記載 され る場合があった。

隋唐時代 における都城の概念 の大 きな変化 の後 も,郭 の区域 が万年県,長 安県 な

どによって周 囲の農村地 区とともに一体的 に管理 され てい るのは,こ の区域 を郊 で

あるとす る伝統 的な観念がいまだに色濃 く残 っていたこ とも,一 つの大 きな要 因 と

して考え られ るであろ う。戸 口統計 が,そ れ以後の時代 において も元代の録事 司の
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場合 をのぞ いて,都 市域だけの統計 がな される ことはなく,周 辺 の農村地区 とあわ

せ て把握 され ていた ことは,こ の問題 との関連性 が考 え られ る(48)。

漢代 か ら南 北朝 時代の郭の区域 を含 まない都城(宮 と城の区域)が,南 朝宋 代の

建康 の事例 にみ られ るよ うに州 県の管外で あった ことは,本 来都城 が民政の対象外

の特殊 な区域 であったためではないだろ うか。 それ は都城が もとも と皇帝やその王

権 を支 える中央官署,王 権に直接的 に関わ る限 られ た人 々の住宅を守 るこ とを主眼

とす る城塞 であったこ と示 している。都城の概念 は隋唐時代 に一般 の住宅地 区で あ

る郭 の区域 までを含 めることになったが,隋 唐 時代 の郭 の区域は今 まで同様 に州県

の管轄す る区域であった。概念の上 では都城 に含 まれ るこ とになった隋唐時代の郭

の区域 ではあ るけれ ども,本 来都城 の城外 の郊に形成 され た集住域 である とい う伝

統的な性格 とともに,住 宅地区が この区域 に一元化 され たため,こ こを州県 の管轄

か らはずす とい うことが,現 実的 に困難であったこ ともその要因 として考 えられ る。

ところで,中 国で都城 の概念が大 きく変化す る過 渡的な時期 に,日 本 では本格的

な都城 の造 営が模 索 され るよ うにな る。 日本 の古代宮都 の原型的存在 である藤原京

の空間構成 は,隋 代以前 の内城の内部を都城(王 城,京 城)と す る伝 統的な空 間構

成 に依拠 しつつ,そ の内城 の内部の構造 に周制 の王城 の伝 統を志向 して全体のおお

まか な空 間構成 がな され た と考 える ことがで きる(49)。『周礼』冬官 ・考工記 にみ え

る王城 の重要 な指標 である12門 が,通 常宮域 とされ ている区域(藤 原 宮)に 設 け ら

れ るのはその ためであ ると考 え られ る。 この時期 は中国においても都城の概 念をめ

ぐって過渡的状況 にあ り,日 本 にも混乱 した情報 が伝 え られていた可能性 も存在す

る(50)。

平城京 のある段階か ら,唐 で定着 した郭までを含 める新 しい都城 の概念が導入 さ

れ,京 域全体 が都城(王 城,京 城)と なる。 その象徴:が羅城門の建設で ある と考 え

られ る(51)。しか し,平 城京 のみ な らず長 岡京,平 安京 に も,『周礼』 冬官 ・考工記

にみ えるよ うな王城の指標 である12門 は,内 城 である宮城 に原則 的に踏襲 されてい

く。 このこ とは,藤 原京で確 立 した古い都城の概念 による構造が重要 な伝統的規範

となって,そ れ以後 の時代においても,本 来の意味は薄れつつ も根 強 く遺制 として

継承 され たためではないだ ろ うか(52)。

以上のよ うな問題 は,日 本や 中国な どの島嶼部 も含 めたユー ラシア東部地域 にお

け る都市 の本 質を考 え,そ れ を世界 にお ける都市,と りわけ城壁都 市の 中で比較 し

位 置づける上 で重要 な観点であ ると考える。今後は郭 と郊 の問題や,都 城 を考 える

上において も重要 な意味 を有す る明堂 ・辟雍 ・霊台な どの礼制建築の問題(53),北 宋

以後の都城 の問題(54),都 にお ける皇帝の逃避経路 としての庭園の機能(55)などについ

て考察を深 め別稿 を用意 したい。
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[参考 図 ・豊田作成]
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附論 石清水八幡宮文書中にみえる周室王城明堂宗廟圖

ここでは附論 として,現 存世界最古級 の可能性 のある中国の王城 図,明 堂図につ

いてふれたい(な お,本 章の詳細について は豊 田裕章2007-bを 参照 されたい)。

石清水八幡宮文書所収 の田中家文書(1961年 に重要文化財 に指 定)の 中に 「異朝

明堂指圖記」 とい う外題 の付 けられ た史料が ある。 この史料 は 「少納言入道信西藤

原通憲王宮正堂正寝勘文案」 とい う題 で 『大 日本古文書 家わけ四ノ四 石清水文書

之四』(東 京帝 国大学文科大学史料編纂掛,1912年)に 翻刻 されている。 また 『続

石清水八幡宮史料叢書 石清水八幡宮文書 目録1』(続 群書類従完成会,1985年)

には文書 の写真が収め られ てい る。 この史料 について 『大 日本古文書』では,信 西

の 自筆 ではないが 当時か らあま り隔たっていない時代 に写 された ものであろ うとし

ている。

皇學館大学史料編纂所 の遠藤慶太氏は,こ の史料 について,信 西の 自筆 ではない

ものの鎌倉初期 の写本であ り,し か も偽作 な どの不 自然 さがな く,し か も石清水 田

中家文書 とい う信頼性の高い一括史料 として伝 わってい ることか ら,史 料の信憑性

が高い ことを指摘 してい る(56)。

遠藤氏 は,こ の史料 中にみえる 『日本後記』 の逸文 について,そ れが嵯峨朝にお

ける宮殿 の殿舎名称 の唐風 の名称へ の改称 に関す る貴重な史料 であるこ とや,そ の

逸文に よって 日本 にお ける紫宸殿,仁 寿殿 とい う殿舎名称の確 実な初 出を押 さえる

こ とができ ることを述べている(57)。

ところで,こ の 「異朝 明堂指 圖記 」の中には,四 つの礼制 に関す る図がみ える。

しか し,「異朝 明堂指圖記」中にみ えるこれ らの図に関 して,従 来の研究でその 出典

に関 して考察 を行 った研究はないよ うに思われ る。

4図 の中で 「三礼圖所載六寝圖」(図13)と 「三礼圖所載 之明堂 圖」(図14)は,

北宋初期の聶崇義 の撰 になる 『三礼 圖』か ら引用 され た と考 え られ る(図15・16)。

これ に対 し 「周 室王城宗廟明堂宮室圖所載圖」(図17),「 周室王城 明堂宗庸 圖所載

之 明堂圖」(図18)は,そ の名称か ら考 えて,『隋書』巻32,経 籍志 にみ え唐代 の 『歴

代名畫記』巻3に 「古 之秘畫珍圖」(古 の秘畫珍 圖),つ ま り上古の秘画珍 図 とされ

た,後 漢代の阮謳 の撰 になる 『周室王城 明堂宗廟図』の逸 図である可能性 が考 え ら

れ る。

この後者の2図 の内の図17を みる と,本 来宗廟(太 廟)の あるべ き位 置に辟雍

(太学)が 描 かれ てい ることか ら,辟雍 と宗廟 を同一の もの とす る解釈がみ られ る。

また図18の 中には,明 堂の部分名称 として太廟 がみえる。これ は明堂 と太廟 を同一
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図13三 礼圖所載六寝圖 図14三 礼圖所載之明堂圖

(い ずれ も,石 清水八幡 宮所蔵 『異朝明堂指圖記』よ り)

図15聶 崇 義 『三礼 図』 の 宮 寝 図 図16聶 崇 義 『三礼 図 』 の 明堂 図

(いずれ も,『 新定三礼図』1984よ り)
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図17「 周室王城宗廟 明堂宮室圖所載圖」 図18「 周室王城 明堂宗席圖所載之明堂 圖」

(い ず れも,石 清水八幡宮所蔵 「異朝明堂指圖記」 より)

の もの とす る見解 を示 しているといえる。

後漢代 には,太 廟,明 堂,辟 雍,霊 台 とい う王権に とってのきわめて重要 な礼制

建築 は,実 態 としてはそれ ぞれ別個の建物 として設 けられ ていた よ うである。 しか

し,当 時,こ れ らを本 来は同一の建築物 の部分名称 とす る,蔡 匿や廬植 な どの経学

上の解釈 が存在 した(58)。このことか ら,図17,18が 後漢末期頃 の廬植やi蔡琶のよ

うな太廟 と辟雍 と明堂を同一のもの とす る解釈 に依拠 した図である と考 えることが

で きる。 また阮謳 は廬植 と人脈的 なつなが りがあったよ うである。 これ らの点は,

この2図 に描 かれ た門闕が漢代 の画像石に描 かれ た門闕の図(図19)や 石彫 ときわ

めて類似 しているこ ととともに,こ れ らの図の原 図になるものの作成年代が後漢末

期頃であ り,そ の撰者が阮謳であるこ との証左 となるよ うに思われ る。

図19四 川省博物館所蔵 「雙闕迎謁」

(中国美術全輯編輯委員会1988)
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以上 の点か ら,こ れ らの2図 は後世 の偽 作 とみ るよ りも,後 漢代の阮謳 の撰 にな

る 『周室王城 明堂宗廟図』の貴重 な逸 図である可能性 が高い。 この よ うに,そ の内

容 か らみて も後漢末期 の阮説の撰 にな る可能性 が高い貴重 な図面が,信 西 とい う平

安 時代末期の,政 治家で有能な官僚で あ りなが ら,し か も希代の碩学であった人物

によって朝廷への上 申書 に引用 され,し か もそれが重要文化財の石清水八幡宮の 田

中家文書の中に鎌倉時代の写本 として収 め られていたのである。 これ らのこ とは,

この史料の有す る信頼性や重要性が きわめて高い ことを示 してい る。

中国で,王 城や 明堂な どの ような礼制 に関わる事項 について,図 像を添 えて示 し

た文献で,現 存す る中で最 も古い とされ ていたものが,南 宋の淳煕2年(1175)に

写 された 『三礼 図』であった。 これ は先述 した よ うに北宋初期に聶崇義が撰 した文

献の写本 である。これ に対 し,信 西 の勘 文に引用 された図17,18は 鎌倉時代の写本

とはい うものの,後 漢末期 の阮謳の撰 になる礼制に関わる図の写本 である と考え ら

れ る。 これ は中国の王城 図,明 堂図 としては,現 時点において世界 で現存最古級 の

ものである可能性が あるといって も過言 ではない よ うに思 える。

なお,今 後 はこれ らの2図 が阮謳の原 図をどの程度正確 に伝 えているかについて

さらに検討 してい きたい。 そ して,こ の史料の有す る意味や重要性 について も,さ

らに考察 を深 め別稿 を用意 したい と考 えてい る(59)。

注

(1)都城 とは もともと諸侯 の城 を表す言葉 であった(礪 波護1987)。 これに対 し,天 子 である

周王の城は王城である。 しか し漢代か ら南北朝時代,と りわけ南北朝時代以後,都 城 とい

う言葉は天子の城 としての王城,京 師の城(京 城)の 意味で用い られ るよ うになる。ただ

し,本 稿 で考察 している都城 の概念 の変化 はこの問題 ではなく,天 子 の城 を意味す るよ う

になった都 城の語 が,隋 唐 時代 に内城 のみでな く外郭 をも含 めるよ うにな る変化 について

である。

(2)本稿では原則 的に常用漢字 を用いたが,王 城 の意 味での 「國」は本稿 の主題 に関わる文字

であ り,そ の文字字体の形成過程 にも重要 な問題が こめ られてい るため,あ えて旧字体 を

用いた。また附論 の章では,史 料 中にみ える文字の異 同などの情報 も伝 えるために史料 中

に用い られてい る文字 の字体を用 いるよ うに した。

(3)劉慶柱,李 毓芳2003。

(4)五井1987。 楊寛1987。

(5)五井1987。

(6)楊寛1987。

(7)この史料は前漢代 の長安 の都で,「 郭」 の区域 に墳墓が営まれ ていた ことを うかがわせ る
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都 の空 間構成 と墳墓 の立地 との関係 を考 える上で重要な史料 である と思 う。なお,筆 者 は

前漢の長安 の都城 で ある長安城の城外 に郭 の区域 が拡 充 され ることの大 きな要因 の一つ

として,陵 廟の廃止や 陵邑の解 体 との関わ りを考える。宮 ・城 ・郭 とい う三重の空間構成

は,陵 邑が廃止 され る時期 にその居住者 が長安城周辺 に移住 した ことによって確 立 したの

ではないだ ろ うか。 この漢代 に確立 した宮 ・城 ・郭 とい う空 間構成が,基 本 的に明,清 の

北京にお よぶまで継承 された と思 う。 これ らの問題 にっいては別稿で詳論 したい。

(8)中国社会 科学院考古研究所1973,1998。

(9)宮川 尚1956。

(10)楊 寛1987。

(11)中 国社会科学 院考古研究所1978で は,霊 台の遺構 と考え られ るものの東 に明堂の遺構 と

考 えられ るものが存在す ることが指摘 されてい る。

(12)中 国社 会科学院考古研究所1973。

(13)杜 玉生1993。

(14)『洛陽伽藍記』巻五 に,「京 師東西二十里。南北十五里」 とある。これは郭 の区域 まで を

含 めた範 囲に相 当す る。この よ うに郭 を含 めた範 囲が京師 と して記 されてい るので,当 時

において京師(京,都)の 概念には郭 が含 まれていた ことがわか る。

(15)日 本の平安京 では遷都 当初,寺 院の造営が規制 されたが,北 魏 の洛陽における寺院建設

を制 限す る ような仏教政策が,『 魏 書』の ような史書 などを介 して影 響を与 えてい る可能

性 も考 えてみ る必要があるので はないだろ うか。

(16)『 南斉 書』巻23,王 倹伝に 「宋世,外 六門設竹籬」(宋 世 外の六門に竹籬 を設 く)と あ

り,南 朝 の宋の時代には6門 の開かれた都城 は,都 城 とは名 ばか りの竹籬で囲まれていた

ことが うかがえる。『南斉書』巻2,高 帝紀,建 元2年(480)5月 の条に 「五月,立 六門

都墻」(五 月,六 門都墻 を立っ)と あ り,ま た先述 した王倹伝 によると,同 じく建元2年

の こととして高帝が王倹 の提案 を受 けて 「改立都墻 」(改 めて都墻 を立つ)と 記 す。 この

ことか ら南斉 時代 に,そ れ までの竹籬を改めて墻壁 に造 り替 えたことが うかがわれ る。な

お建康 の都城 について 「都城」と言わず にあえて 「都墻」 と記 され る場合 が多々み られ る

ことは,そ の周囲の囲壁 が 「城」 とは言 いなが らも実態 が 「墻」と呼ばれ るべ きものであ

ることを強調 している可能性 がある。この建康の 「墻 」につ いて考 える上で参考 になる記

事が,北 魏洛陽の ことではあるが 『洛陽伽藍記』巻1に み える。そ こでは北魏 の国都洛陽

にある永 寧寺の囲壁 を 「墻」 と表現 し,そ れ にっいて 厂寺院墻皆施短椽,以 瓦覆 之,若 今

宮墻也 」(寺 院 の墻は皆短椽 を施 し,瓦 を以て之 を覆 う,今 の宮墻 の若 きな り)と 記す。

この記載 では,永 寧寺の 「墻」は屋根 を載せ た築地状 のもので,北 魏の 「宮墻」も同様 の

ものであった としている。北魏洛陽の宮域 にも築地状の 「宮墻」で囲まれた部分 が存在 し

た ことが うかがえる。 このこ とか ら 「墻」とい う言葉 には,特 に築地状の囲壁 のこ とを指
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す場合があることが推 定できる。南朝 の都で ある建康において6門 の設 け られ た区域の囲

壁 は,戦 闘 などの際に 目立 った防御機能 を有 していた よ うな記録 はみえない。その ような

点か らみて建康の6門 の配 された 区域を囲む 「墻 」も築地状の 厂墻」であったのではない

だ ろ うか。 そのた め,建 康で は,あ えて 「都城 」であるにも関わ らず,「 都墻 」 と表現 さ

れていた可能性が考え られ る。なお,こ のよ うな 「墻 」に設け られた屋根 は,偉 容を整 え

るとともに,城 壁な どに比べて上部の幅が狭 い 「墻」の雨水な どによる損壊 を防 ぐための

ものであると考える。 なお,筆 者 は唐の長安や洛陽の外郭壁 は,後 述す るよ うに幅約4m

程度 の部分がかな り多か ったのではない か と考 えてい る。それ らの中には場所 によっては

屋根 を載せた墻もあったのではないだろ うか。今後,こ の外郭壁や,同 様 に幅の狭 い墻壁

である坊墻の遺構 で瓦の出土す る可能性 を推定す る。

(17)中 村圭爾1988,1984。

(18)秋 山 日出雄i1984。

(19)『建康実録』巻20,禎 明2年 の条 に,「 又於郭内大皇寺造七層塔,未 畢功,而 火従 中起,

飛 向石頭城,焼 人 家無数」(又 郭 内の大皇寺 において七層塔 を造 る,未 だ功畢 らざるに,

火 中よ り起 こり,飛 びて石頭城 に向い,人 家無数 を焼 く)と あ り,郭 内の大皇寺か ら出

た火が,周 辺 の多 くの家に延焼 したことが記 されている。この記事 か らは,南 朝建康の都

城の城 外に数多 くの人家が建 ち並ぶ集住域 が形成 され,そ こが 「郭」 と呼 ばれていた こと

がわかる。

(20)中 村圭爾1984。

(21)秋 山 日出男1984。

(22)梁代 の武帝 の天監年 間,建 康 の郭の区域の門 として新た に造営 された國門は1門 のみで

あったよ うである。建康の郭の区域 の門と考 えられ る籬門は,土 塁状の もの と推定 されて

いる郭壁 同様,お そ らく簡素な構造 のもので あったであろ う。これ に対 し國門はそれ な り

の偉容 を備 えた建造物 として新たに造営 され た と考 えられ る(城 壁 の上に門観 を置 くよ う

な構造 では なく,お そ らく日本 の木造重層の門のよ うな建築様式 であったのではないだ ろ

うか)。 國門造営 に際 して,他 の籬 門は同 じライ ン上 にあるものの,特 別 な改修や改称は

な され ていない。この南朝梁の國門造営 にみ られ るように,1門 の建造でもって郭までを

含 める新 しい都城 の概念の受容 を象徴的 に表現す るあ り方 は,後 述する ような 日本の平城

京や平安京 における羅城門のあ り方 と類似 してい ると思 う。

(23)小 林聡2005。 小林氏 は,梁 代に官制 ・礼制の大改革が行 われた天監7年(508)に 宮城

の正門であ る端 門,大 司馬 門の左右 に神 龍闕,仁 虎 闕が建造 され ,そ れ以後普通3年(522)

まで太極殿 の新築 など礼制に関わる建築事業が行われ たこ とを指摘す る。このことに よっ

て,梁 王朝 は支配する天 下のあ り方を周知 し,『五礼儀i注』の施行 とあいまって,ハ ー ド・

ソフ ト両面で礼制国家の偉容を整 えるに至 った とい う。國門の建造 もこのよ うな流れ の中
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の一環 として理解できるのではないだろ うか。

(24)こ のよ うに國都 の構 造が大 き く変化 させ られた要因 として,谷 川道雄1971で 述 べ られ て

いるよ うな 「城民」の地位 の低 下 との関係 も考 え られ るのではないだ ろ うか。また兵 戸制

か ら府兵制へ の変化や,辟 召制か ら科挙制へ とい う官 吏採用 にお ける一 元化 とい う,一 連

の皇帝権 の強化 のための制度改革 に応 じるよ うに,国 都 の設計プ ランがなされたため と考

え られ る。

(25)妹 尾達彦 氏 も隋唐長安城の都市 プランに 『周礼』 の王都モデルが色濃 く反映 してい るこ

とを指摘 している(妹 尾達彦2001)。

(26)日本 で飛 鳥時代 な どに有力豪族 の私邸で しば しば政務 が行われているこ とや,律 令制の

導入が試 み られるよ うになるとされ る天智朝においても,官 署的 な機 能を有す る場所が散

在 していた ことが推定 され ることは,南 北朝時代以前の中国にお ける辟招 制な どに応 じた,

比較的独 立性の高い官署 のあ り方か らの影響が考え られ る。

(27)國城 は,王 城 の同義語 である。國 とい う言葉は国家を表す場合 もあ るよ うに多義 的なも

のなので,史 料の 中には王城の意味での國を特 に國城 と記す場合 がある。『周礼』冬官 ・

考 工記 の匠人の条にい う國は,こ の王城 と しての國城 のこ とであ る。國城 とい う言葉 は経

学や礼制 の上で用い られ るこ とが多い。

(28)『隋書』巻29に い う 「里一百六」 とは唐代 で坊 と呼 ばれ るものである。唐代の長安では

坊 と呼ばれ る区画が隋代 の大興 では里 と呼ばれ てい る。北魏の洛陽に関 して 『魏書』巻8,

宣武帝紀 では 「発畿内夫五 万人築京師三百二十三坊」(畿 内の夫五万人を発 して京師三百二

十三坊 を築 く)と 記 され,京 域 が323坊 に区画 されていたこ とが記 され ている。 しか し,

『洛陽伽藍 記』にみ える城 内な らび に郭内の地名 は里で示 され ている。 この ことは,従 来

あま り問題 にされていなかったのではないだ ろ うか。今 後深 めていきたい。 また 『隋書』

巻29,地 理志 にみえる ような隋 の大興城 の規模 に関す る数値 的な様々な記載 は,唐 に至 っ

て もあま り変わ らない数字であ り,唐 の時代 になれば前朝の情報 として遣唐使や遣唐留学

生 も比較 的入手 しやす かった と考 えられ る。井上和人2005で は細 かな数値的な問題 か ら平

城京 と唐の長安 の対比が試み られている。 日本 にこの よ うな数値情報 は文献 を通 じて伝来

していた可能性が高 く,興 味深い見解 である と考 えてい る。

(29)内 藤i乾吉1963。 内藤氏は開元23,24年 頃に 『大唐六典』の大半が完成 していた として

いる。

(30)『 大唐 六典』巻7で は長安を京城,洛 陽を都城 と記 してい る。 また 『旧唐書』巻38,地

理志 では長安 を京師の京城,洛 陽 を東都 の都城 と表現 している。この よ うに長安 と洛陽で

呼称 が使 い分 け られていた点は従来注意 され ていなかった と思 う。

(31)なお 『旧唐書』巻38,地 理志では,長 安の 「宮城 」にあたる範囲が,「 皇城 」 とい う呼

称で表現 され てい る。この ことか ら,唐 代 において,皇 城 の語が,宮 城 と皇城 とをあわせ
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た内城 的な区域 の総称 としての意味を有す る場合 があった ことが うかが える。これは,皇

城 の語 が,南 北朝時代以前,宮 を内包す る内城的な都城の雅称であったことや,宮 城 と皇

城 を併せた 区域 を本来 の都城 を踏襲す る区域 である とす る当時の認識 に起因す ると考 え

る。唐 で官署街 の区域(通 常,皇 城 と呼ばれている区域)の み を皇城 と呼び ,そ れ に接す

る宮城 と区別す るのは,隋 唐時代の大興(長 安)で,両 者 がそれ まで の構造 と異 なった連

結 したよ うな構造 とな り,次 第 に城 の区域を継承す る通常皇城 と呼ばれている区域 のみが ,

皇城 と呼ばれる ようになったためであろ う。ただ し,皇 城 の語 が本来都城 の雅称で あると

い うことか ら,隋 唐 時代 になって も,宮 城 と皇城 を併せ た ものを,本 来的な意味か ら皇城

と呼ぶ場合 もあったと考え られ る。『大唐六典』巻8に は,厂 後周(北 周,筆 写注)…(略)

城 門 中士一人,下 士一人掌皇城十二門之禁」(後 周(北 周,筆 写注)…(略)… 城 門中
つかさど

士一人,下 士一人,皇 城十二門の禁 を 掌 る)と い う記載がみえる。 これは北周 の官制 で

は,城 門中士が皇城12門 を掌握 していた とす る記載である。この記載 か ら12門 を配 した

内城 に相当する北周 の長安城(漢 代以来 の長安城 で唐 の長安 とは別位 置)が,「 皇城」 と

称 され ていたことが うかがえる。後 に,北 宋の開封や元の大都で宮城 に該当す る区域が皇

城 と呼ばれ ることは,本 来都城 の雅称 であった皇城 の語 が形骸化 したこ ととともに,唐 代

にみ られた よ うな宮城 をも含 めた区域 を皇城 と表現す る場合 があったこ ととの関わ りも

考 え られ る。これ に対 し 『旧唐書』巻38,地 理志 にみ える唐 の洛 陽についての記載では ,

宮城の語が,宮 城 と皇城や東城 などをあわせた内城的な部分の総称 と して用い られてい る。

これは,唐 の洛 陽では機能 の上で も面積 の上で も,宮 城 が内城的 な区域の中で他 を凌 駕す

る存在だったためで あると考える。

(32)愛宕 元1981。

(33)山 中章1993,仁 藤敦史1992,林 部均1993・1999。

(34)こ のこ とにつ いて,『類聚三代格 』巻16に 収め られ た詔勅 の中に 「詔 日…(略)… 又皇

城都 邑,四 海之府,万 国朝宗,如 聞,城 闕内外多有穢 薨,良 由所司不存檢察,宜 自今以後,

兩省五府並遣官人及明鋪衛士,嚴 加捉搦,随 事科決,若 不合与同罪者,録 状上聞。」(詔 日

(略)… 又皇城都 邑,四 海の府,万 国 の朝宗た り,聞 くが如 くんば,城 闕の内外多 く穢
ま こと

薨 あ り,良 に所司の檢察 を存せ ざるに よる,宜 しく今 よ り以後,兩 省五府 並び に官人及び

明鋪 の衛士 を遣わ し,嚴 しく捉搦 を加 え,事 に随いて科決せ よ,若 し与 同罪に合 わざれば,

状 を録 して上 聞せ よ)と ある。『続 日本紀 』の記事 とは若干の異同があ り,ど ち らが本 来

の詔勅 の文章 に近いかは判然 としない。本稿 に関わ りの ある部分 では,『 続 日本紀』の記

事 にはみ えない 「皇城都 邑」の語 がみ え,『 続 日本紀』で 「京城 」とされている部分が 「城

闕」 となっている。

(35)『令集解』巻24,宮 衛令 の 「京城 門」 の奈良時代末頃 の注釈 とされ る令釈 に 「謂,羅 城

門也,釈 云,羅 城 門謂 之京城 門」(謂 うこころは,羅 城 門な り,釈 に云 う,羅 城 門は之 を
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京城 門 と謂 う)と ある。つま り羅城門の設け られた条坊域までが京城 とされ てい る。

(36)小澤毅1997-a,2003。 中村太一1996,1999。 私は両氏 の復元案を必ず しも否定 している

ものではない。む しろ両氏の藤 原京 の構造 と 『周礼』の ような中国の古典 との関係 を指摘

す る見解 には強い共感 をおぼえる。 ただ し,『 周礼』冬官 ・考 工記 にみ える王城 の記載を

藤i原京 の空間構 造の中で,外 郭 である条坊域までを含 めて対比す る点 については,両 氏の

見解 とは大 きく異なった認識を している。そ してこの点は,島 嶼部 も含めたユー ラシア東

部地域 にお ける都市 の本質 を考 える上で きわ めて重要な問題が存在す る と考 え る。なお

『周礼』 と藤原京 との関係 については,小 澤氏や 中村氏以前には,千 田稔1982,楠 元哲

夫1983の 指摘があ る。

(37)『周礼注疏 』巻第1,天 官 には,『 周礼』にい う王城 として の國は,土 中である雛 邑(後

の洛 陽)に 造営 された ものである とす る。雛 邑に都 が造営 された ことと,こ こが土中 とい

う特殊 な場所 であることとの関わ りは深い と考える。洛 陽の重要性や 日本 の都 に対す る影

響は,従 来考え られてい る以上 に大 きいのではないだろ うか。

(38)『 周礼』 に記 され る西周の王城 としての雛 邑の構 造が,後 世 に至 るまで理想的 な王城 の

姿 を示 した ものである とされ る背景 には,こ れ を儒教の聖人 である周公 の構想 によるもの

であるとす る思想 とともに,そ の王城が築かれ た場所が天下の中心 を示す土中 とい う特殊

な場所で あった とい うこ とも大き く関与 してい るよ うに考 える。今後 さらに深 めていきた

い。

(39)『周書』或いは 『周史記 』ともい う(な お,『 周書』とい う書名は,北 周の正史で ある 『周

書』 と同名 であるため混 同され るおそれがあ るけれ ども,両 者は全 く別 の文献である)。

『隋書』巻33,経 籍志 で 「汲家書」 と誤記 されたため 『汲家周書』 と呼ばれる場合 もあ

る。この 『逸周書』は,『 日本国見在 書 目録』雑史家 にも 『周書 汲家書』 とい う書名でみ

える。 この 『逸周書』作維解 の記載 は 『芸文類 聚』巻63の 城 の項に も引用 され てい る。

小島憲之1962に よる と,『芸文類聚』は 『日本書紀 』編纂 に際 して参照 され た可能性 の高

い文献であ るとされ る。藤原京の時代に,も し 『逸周書』 自体 はまだ伝来 していなかった

として も,『 芸文類聚』の この引用文 を通 して,当 時 の人々が理想化 され た周 の雛 邑の王

城 について,そ の城外 に広 がる郛(郭)も 含 めた全体構造を認識す るこ とはあ りえたはず

である。なお,こ の記載にみえる王城の南に川 がつ らな り,北 には山があるとい う地理的

な位置関係 は,藤i原 京 の宮域 と飛鳥川や 耳成 山の地理的関係 と類似 している。藤原京の宮

域の選地 にあた っては このよ うな点 も考慮 され てい るのではないだ ろ うか。

(40)『逸周書』 のこの記載の逸文 はい くつかの文献にみ られ るが,そ の逸文 を収 めてい る文

献によってその記載の細部に異 同が ある。特 に郛の 「七十二里」については,「 方七十里」

もしくは 「方七百里」 とする文献 もみ られ る。 この よ うな 『逸周書』の逸 文問の異 同につ

いては,黄 懷信,張 懋鎔,田 旭東1995が 詳 しい。なお本稿では,藤 原京の時代 に参照 さ
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れた可能性の高い 『芸文類 聚』 の記載 によった。

(41)森鹿 三1952で は,『逸周書』作各隹解 を周 の洛陽建設 の記録 と伝 え られ るとす る。そ して,

「城 方千六百二十丈」 とあることについて(逸 文 によっては ,こ れ を1,720丈 とす るもの

が あることを,1,620丈 の誤記 であろ うとしてい る),こ れ が方九里にほぼ相 当 し,『周礼』

冬官の國が方 九里であることと合致す ることを指摘 している。 また 「郛方七十里」(本 稿

では先述 のよ うに72里 とす る)に ついて,「 方」を周 回の意味 ととらえると 『洛陽伽藍記』

に記 され た北魏の洛陽の外郭の 「東 西二十里南北十五里」の合計で ある70里 と合致す る

としている。

(42)筆者 は,漢 代以来の郭 を都城に含 めない古い都城 の概念 には,『 逸周書』(『汲家周書』)

作維解 の記載にみ られ るよ うな古典 的な認識 が影響 を与えてい る可能性 も考 える。

(43)王 維坤1997,井 上和人2003・2005。

(44)平 城宮の東 南隅が欠 けた よ うな平面構 造につ いて,筆 者 は唐 の洛陽の宮城,皇 城,東 城

な どか らな る内城部分 の東南隅が欠 けた形状か らの影響 を考 えてい る。また平城宮 にみ ら

れ るよ うに,中 央区の内裏 ・朝堂院,東 区の内裏 ・朝堂院 が東西 に並列す る構造 も唐の洛

陽な どか らの影響 も考 える。 とりわけ長 岡宮で は,唐 の洛 陽を意識 して,大 極殿 を洛陽の

正衙であ る宣政殿 に,内 裏正殿 を乾元殿(則 天武后以後,明 堂)に 擬す よ うな形 で,宮 室

中枢部 の構 造が設計 されている可能性が ある。平安京はこの様式 を継承 してい るのではな

いか。 また長 岡京 と小畑川 な どとの関係 は洛陽 と洛河 との関係 も想起 させ る。

(45)山川均,佐 藤亜聖2006。 大和郡 山市教育委員会 と(財元興寺文化財研 究所 の調査によって,

平城京 の羅城 門は京の造営 当初には建造 されてお らず,京 域 も遷都 当初の段階では,南 北

10条 であった ことが指摘 されてい る。 なお,郭 壁 に新た に重厚 な門を1門 造営す ること

に よって,郭 の区域 まで を都城 に含 め る新 しい都城 の概念の受容 を視覚的に示す事例は ,

先述 した南朝 の梁の建康 にお ける天監年 間の國門造営に先例 がみ られ る。

(46)『続 日本紀』巻40の 延暦10年(791)9,月 甲戌 の記事には,越 前,丹 波な どの諸 国に命

じて,平 城 宮の諸門が壊 され長 岡宮 の造営 のために運ばれた とある。平城 宮の宮域 の門は

12門 であった と考 えられ,そ れが運ばれた長岡宮 も12門 であった可能性 が高い。瀧浪貞

子1984で 指摘 されているよ うに,平 安宮で は宮域の門は14門 となってい るが,伝 統的な

12以 外 の2門 は土御門(土 門)と い う,構 造上格段の違いのあ る脇 門的 な門であ り,正

式 の門 は12門 であ ると考 えられていた よ うである。『周 礼注疏』巻41の 鄭 玄の注 とそれ

を敷衍 した賈公彦 の義疏では,王 城 の12門 を 「天子十二門」 とし,そ れ が十二辰 と呼ば

れ る星座 との関わ りがあるとす る。鄭玄 の解釈には,神 秘 思想的 な緯書の思想 を積極 的に

取 り入れてい る面があ り,飛 鳥時代の古墳の壁画 にみ られ るよ うな星宿や十二支 との関連

性 も推 定 され る。

(47)な お,南 朝の建康 の構造は,百 済 の都や またその百済の都 の構造を介 して 日本 の飛鳥 の
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構造 に影響 を与 えてい る可能性 も考え られ る。例えば甘樫丘 と石頭城,蘇 我氏 の島の家 な

どのあった島の地域 と東府城 との関わ りを筆者 は推定する。ただ し,飛 鳥の宮室 な どの構

造は,前 期難波宮か ら藤原京,平 城京 と受 け継 がれ る構造の系譜 とは異質な部分 が強い と

思 う。天武 が壬 申の乱後,す ぐに前期難波宮の系譜 に連 なる藤原 京のよ うな構 造の都 を造

営 しなかった ことは,自 己の政権の基盤 が盤石 にな るまでの,伝 統的な勢力への妥協的側

面があったのではないだ ろ うか。

(48)中 国の都 市は,元 代 の録事司の場合 な どを除いて,行 政上都市域のみが区別 して管理 さ

れずに,周 辺 の農村 と一体的 に治 められ ていた とい う重大 で本質的な特徴 を有 してい ると

され る(愛 宕松男1938)。 この問題は中国における戸 口統 計の,都 市部 と農村部 を一体的

に計上す る とい う特殊性 と大き く関わるよ うに思われ る。 この ことの大 きな要因 と して,

筆者は,本 稿でみてきた よ うに,内 城が もともと皇帝の宮やその政権 を支える官署や特定

の人 々の住宅 を守 るための城塞的な区域 であ り,郭 の区域 は本来的 に城塞の外部 に強制移

住や人 口の 自然流入に よって形成 され た区域 として,周 辺の農村地帯 との 中間領域 的な区

域 であった とい う点に大きな要因の一つが存在す ると考える。郭の区域 に郭壁 が設 け られ

ることはあっても,内 城 の城壁に比べ て簡素 なものであるこ とも,こ のよ うな問題 と関連

す るのではないだろ うか。世界の他 の地域 の都市 と比較す る際 にも,こ の点 を押 さえた上

での考察 の必 要性 を痛感す る。 この問題につ いては今後 さらに深 めてい きたい。

(49)筆者 は 日本の宮室 中枢部や京域全体 の構造の源流 として,経 学上考え られた周制 との関

連性 を考 えてい る。 ここでい う周制 とは西周の実態 とい うよ りも,『 周礼』,『礼記』,『尚

書』のよ うな儒教 の経書な どの中国の古典の記載か ら,と りわけ漢代以後 に経学 の中で理

想化 されて考 え出 され た周代の制度 であるとい える。この ような周制 を古代 の 日本人 は中

国の古典 を介 して受容 し,そ れを 日本 の実情に合 わせて再構成 し,前 期難 波宮や藤原京で

み られ るよ うな構造を案 出 したのではないだ ろ うか。平城京以後,周 制 を基軸 として造 ら

れ た前期難波宮や藤原京以来 の構造が,唐 制を重層的 かつ部分的に受容 しつつ も発展的 に

継承 され ていった と考 える。 このよ うな周制的な構造 は 『周礼注疏』巻1,天 官の冒頭 の

部分 の鄭 玄の注や賈公彦の義疏 に端的に記 され てい ると思 う。筆者 は 日本 の条里制の起源

を条坊制 に求め,そ の条坊 の起源 をこの天官の部分 にみえる 「体国経野」(国 を体 し野を

経す)と の関連性 を考 えてい る。なお,周 制な どの中国上古 の思想 と日本 の宮都 との関わ

りにつ いては,豊 田裕章2001,2006,2007-aを ご覧 いただ けれ ばあ りがたい。

(50)な お藤原 京では,内 城 に相当す る通常宮域 とされている区域(藤 原宮)に 都城 の重要な

指標であ る12門 を配置す るなど,内 城 を都城 とす る古い都城 の概念 による空間構成 がみ

られ る。このよ うな伝統的 な空間構成 の受容 においては,隋 代 の大興にみ られ る,都 城 の

認識 に関す る過渡的 なあ り方を勘案す る とともに,『 逸周書』の記載にみ られ るよ うな空

間構成が,直 接的 な影響を与えた のではないだろ うか。なお,藤 原宮の内部は,漢 代や南
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北朝時代 の内城 としての都城 とは異なって,そ の内部 に住宅地はない。これ には,隋 代 の

大興にみ られ るよ うな,内 城 の内部 に住宅地 を置かない構造が受容 され た可能性 も考え ら

れ る。 日本では混乱 した情報が伝 えられ てはいたが,試 行錯誤 はな されつつ も,主 体的な

取捨選択 が行 われ,当 時の 日本に とって最 も適 したあ り方が再構成 されたのではないか。

(51)『 日本三代実録』巻20,貞 観13年(871)の10.月21日 の条 に 「又称羅城 門者,是 周之

國門」(又 羅城 門と称す るは,是 れ周 の國門な り)と ある。 これは大学頭兼文 章博 士の巨

勢朝 臣文雄の上申の中にみ える。この ことか ら,平 安時代の 日本 において は,羅 城 門は周

の王城 である國城 の門,つ ま り國門と して認識 されていたこ とが理解 され る。つま り郭域

である条坊の施 工 された範囲までを京城(都 城)と す るように,ま た國(國 城)と 認識す

るよ うになってい るのであ る。 しか し,王 城 の重 要な指標で本来の國門の系譜 を引 く12

門は,本 稿で述べた よ うに通常宮域 とされてい る区域(平 安宮)に 設け られ てい る。また

平安宮では内蔵寮や大蔵が大極殿や 内裏 の背後 に設 けられ ている。この よ うに配置 された

内蔵寮,大 蔵 は 『周礼』冬官 ・考工記にい う 「後市」に准 らえ られ たものである と筆者は

考 えてお り,こ れが大極殿 な どの背後に設 け られてい ることは,平 安時代初期 にお いて も

宮域 の内部を王城 である都城 とす る認識 が根強 く存在 したことを うかがわせ る。

(52)先 述 した よ うに藤原京で通常宮域 とされ ている区域(藤 原 宮)が 皇城 と当時呼ばれてい

た可能性を指摘 した が,養 老令の奈 良時代末頃の解釈 と考え られてい る 『令集解』巻24,

宮衛令の 「凡京路,分 街立鋪」の令釈 にも 「皇城」 の語がみえる。また,次 にみ るよ うに

平安時代に至っても,皇 城 の語が用い られ る場合があった。それ は藤原実資の 日記で ある

『小右記』の寛仁3年(1019)7,月9日 の条 の裏書 きにみ える寛仁2年(1018)11月25

日の太政官符 に,賀 茂社 に寄進 された社領 を示す際 に 「四至,東 限延暦寺 四至,南 限皇城

北大路 同末,西 限大宮東 大路 同末,北 限郡堺」(四 至,東 は延暦寺 四至 を限 り,南 は皇城

北大路同末を限 り,西 は大宮東大路同末 を限 り,北 は郡堺 を限る)と ある。この記事か ら

は平安京の一条大路が,「 皇城大路」 とい う呼称 も有 していた ことが理解 され る。 この史

料 にみ える 「大宮東大路」は,平 安宮の宮域 の東辺 も通過す るこ とか らこのよ うな名称が

付 け られているよ うで ある。このことか らみ ると,一 条大路は平安宮の宮域 の北辺 を通過

してい るので,宮 域 とされてい る区域(こ こでは平安宮)を 皇城 とす る藤原京以来の認識

が残 っていたため,「 皇城 大路」 と呼ばれ た可能性 が考 えられる。 このことか ら,平 安時

代 には,通 常宮域 とされ る区域 を皇城 とす る藤原京以来の認識 がまだ存在 したよ うである。

ちなみに江戸時代 の森幸安の描 いた地 図の中にい くつかの京都周辺 の地 図が ある。これ ら

の地図 をみ ると内裏(土 御 門内裏)と そ の周 囲を取 り囲む ように存在す る公家町が,「 皇

城」 と記 されてい る。外周 の個 々の公家屋敷 の墻壁が,こ の皇城 の囲壁 として用 い られ,

この区域 の内部 に出入 りす るために蛤御 門な どの門が各所 に配置 されて いる。この区域は

やや擬似 的な もので はあるものの,伝 統的な皇城 空間を構成 しているとい える。ここで 「皇
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城」の語が用い られているこ とについては,公 家の漢学 的な教養 とともに,平 安時代 に 『小

右記』 で用 い られたよ うな皇城 の語の用例 が継承 され ていた可能性 も考 え られ る。 なお,

それ らの地 図をみ ると御 土居 に囲まれた範 囲を,そ れ にともな う濠 の描写に よって正確 に

追 うこ とができる(ち なみ に御土居の内部 としての洛 中は,「 平安城 」 と江戸 時代 にお い

ても呼ばれ る場合があったよ うである)。 この ような京都 の都市構 造の原型 は,豊 臣秀吉

の洛 中の整備 によるもの と考 え られ,土 御門内裏 とそ の周囲の公家 町を 「皇城」に,御 土

居 の内部 を 「平安城」とす る建設構想が うかがえる。このよ うな建設構想が案出 される背

景には,古 代以来の 日本 の都 にお ける皇城観や都の空間構成 とともに,明 代 の南京 な どの

空間構成や 最外周 の郭壁 に相 当す る囲壁 を土塁状 の土城(土 で築かれた城壁 の意味)で 囲

むよ うな,豊 臣政権当時にあって同時代 的な中国の大都市 の構造が斟 酌 され てい る可能性

も考 え られ る。

(53)明堂や辟 雍な どの三雍 と呼ばれ る礼制建築は本来 的に都城の南の城外 に築 くのが原則 で

あった よ うで ある(そ うでない場合 も,唐 の明堂の よ うにあるが)。 各王朝 において,こ

れ らの置かれている位置が,郭 の 区域がそれぞれの王朝の国都で都城 に含 まれ るか ど うか

を検討 す る上での重要 な指標 になる と考 える。唐 の長安で,辟 雍 を継承す る太学 も含 めた

国子監が郭の区域に設 け られ,日 本の平城京や平安京 で も郭 の区域 に比定できる条坊域に

大学寮が設 けられている と考 えられるこ とは,本 稿で論 じた都城 の概念の隋唐時代 にお け

る段階的変化 と密接 に関わ ると考え る。

(54)北宋 の開封で は,郭 の区域までが京城 であ り國城 ともなっている。そ してその郭 の区域

の外周 をめ ぐる郭壁 も,内 城 の城壁 と同等 のきわめて堅固な構造 の もの となる。 これ は,

開封の立地が険阻な場所で な く,平 原の中にあって騎兵 によって攻 め られやすい とい う地

理的 な条件 によるところも大 きい と思われ る。 しか し,そ れ とともに,郭 を都城 の概念 に

含 める建設思想 による構造 の到達点 として,こ のよ うな郭壁が築かれ たのではないだろ う

か。北宋 の開封 を境 に,そ れ以後 の金,元,明,清 とい うよ うな王朝の都 では,逆 に内城

の内部 を都城(京 城)と して郭を含 めない よ うな南北朝以前の空間構成 に戻 るよ うな点が

うか がわれ る。 この問題 につい ては別稿で詳 しく述べたい。

(55)唐 の長安 でみ られ るよ うな,内 城が京域全体の北端 に位置 し,そ の外部 に広大な禁苑 が

接す る構造 は,防 御機能 とともに緊急のお りに皇帝 と随従す る一団 を,密 かに京域か ら脱

出 させ る とい う機能 を有 しているよ うに思 う。唐で玄宗 な どが無事に長安 を脱 出す ること

ができた のは,禁 苑の存在 によるところが大 きい と思われ る。この よ うな皇帝 の避i難経路

としての庭 園の有す る機能 は,宮 に接す る苑 において も,皇 帝が 目立たない形で宮か ら脱

出す る経路 として有効に機 能 したのではないだろ うか。このよ うに秘密裏 に脱 出す る経路

としての庭 園の機能 は,中 国の都や宮に限 らず,庭 園 自体 の普遍的な機能 の一つ として考

えるこ とができるのではないか。例えば名古屋城の深井 丸や江戸城の吹上な どの 日本の近
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世城郭 におけ る庭 も防御性 とともにそ のよ うな機 能 を有 している可能性 が考 えられ る。な

お,唐 の長安 で内城が京域全体 の北端 に位置する ことも,防 御性 のみでな く皇帝 が 目立た

ない形で脱出す る上 でも重要な要素で ある と思 う。これに対 し北宋 の開封や明の北京 のよ

うな入れ子状の構造 は,一 見防御性が高い よ うにみ えるが,逆 にいえば逃 げ道 のない構造

であるともい える。

(56)遠 藤慶太2002。

(57)遠 藤i慶太2002。

(58)金 子修一1982

(59)こ の附論の部分は,豊 田裕章2007-bの 抄録 に新 しい所 見を加 えて記 した ものである(な

お,本 稿 に掲載 させ ていた だいた 『異朝明堂指 圖記』の写真 は,石 清水八幡宮の御許可を

得 て,皇 學館 大学か ら提供 していただ いたものであ る)。
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